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視知覚の形成と衰退

一一学習の基礎理論系と脳波資料の集積一一

狩

北

野

島

揚

特殊教育・臨床心理学研究室

象

概 要

本論文は，臨床心理学研究室の仕事の一部を組織的に記述したものである。私達は，適応、障害警の知的弱を取上げ，

認知過程の分析として学資機構に着目した。この操作し観察しえぬ活動過程に，多くの理論構築をするとともに，中

根一末稿、性の物質過程の機能の表示を吟味した。問題の中心は，潔境刺殺との接触の強さの推移であり，連論のひと

つとして，適応を装重量とする祝知覚の課題解決機構のモデルを立て，それを担う基礎活動の表示として，脳波の分析

'-a'試みた。

刺戟は，主主兵検出を契機として課題化し，処理する機構が発動する。これは，活動の上昇を要し，脳波に一定の変

動を生じ，課題消失とともに定常を回復する。

私達は，視知覚の発動と衰退の時系列を対象として，差異検出から習慣化にいたる車u戟形象の概念化の作用機序に
学習を推定したのである。

このため実験条件を組織化して，a波の対応性の基本的検討，刺戟の構造性と見方の日波への効果，刺戟系列化に

よる反応性の変移を，凝視の転位をふくむ長期の車u戟中と，限王者運動をともなわぬ閃光像知覚後の祝知覚の仕事とし
て分析したのである。

私達の理論と実験操作と計測は相良[Jしながら展開してきたもので、あるが，実験は，とりわけ，ひとつの事実として

それ自体の伝えうべきものを有する。ゆえに実験については，企画，系列ごとに手続きと内容を調査院にわたって記述

し再現しうるものとし，理論化と読みとりを避けることに努めた。

私達の対象化した領域は，なお未知のものであり，知覚の活動の時間機序の研究も寡いけれど，私達は，多くの実

験や知見の恩恵をうけている。しかし，これには触れず，私達自身の推論と確認しえた事実のみを記載した。

関

はじめに

第1主義 問題ー私達の推定:概念系と仮説系

1) 視知覚の発動と衰退のメカニズムと概念化の進行

2) 課題解決機構のモデル

3) 作業仮説系の措定

第2掌笑験の展望

第3章実験

本論文l土紀要綴築委民会の委嘱によって鰯床心理学研究室主の研究遜程

の一部告を援墾したものである。報告は，研究家の共同研究の結楽である。

本論文は，狩野 務「学習の基礎機器章一視知覚における試論J教湾学部

紀要 1967第 13号に統くものである。

次

1) 持続像による実験群

1-1 '64一春一実験

1-2 '64-1ii一実験
1-3 '65一春一実験

1-4 '65-夏一突験

1-5 '66一秋一実験

1-6 '66-冬一実験

1-7 '67一春一実験

1-8 '67一夏一実験

ト9 '67-'68冬一実験(A) '67-'68ー冬…実験(B

ト10 '68一春一笑験

- 1 -



教育学部紀要第 18号

2) 閃光像による実験群

2-1 '68ー冬一実験

2-2 '68-'69ー冬一実験

おわりに

資料IA 玉虫論と実験についての報告一覧

B 実験に参加した研究者名

資料llA I日実験窓の構造と設備

B 新実験室の構造と設備

C 計測技法の基礎

はじめに

適応障害の精神診断と処援を，科学として基礎づける

ことが，私達の教室の共通の希いであった。たどりうる

通常の道は，現状の心理検査，診断技法，処置法を厳格

に適用して検討を加え，その体系づけの理論の妥当さを

吟味して改替をはかり，自らの知見を提出することであ

ろう。だが，理論の多くは概念競定に明確さを有せず，

検証しうる手続きに欠け，症状の推移の解釈にとどまる。

診断技法は，治療を指示しうる特定性をもたず，多義的

な降客分類の範聞をでない。ひとの行動の基礎について

の前提は，ときに応じて動き，行動の予測ではなくて，

結果から推論する解釈となりあい。投影法の反応解釈は，

診断者の投影にほかならない。

私達は，迂遠であるが，遜応障害の解明のために，ひ

との環境への適応の基礎メカニズムとして，ひとが刺戟

と接触するときに生ずる心的機昔話の推移を短い時間経過

のうちで分析することに着手したので‘ある。私達は，外

界を把捉し，選択的に結合し，自らの領域をつくりだす

営みに，行動の本来の適応を認める。だが，適応から行

動を説明することは難しい。適応をいかに深くひろくと

るとしても理解し語る範阪をでなし、からである。おそら

しそれは諮るひとの行為さえ包摂しえなし、。

ゆえに，私達は，禁欲的に行動の現象記述をたどりつ

つも，行動機構にたいするll::み難い捻論を選択し検証す

る方策宏求めざるをえない。

方策は客観的であるを要する。それは知識の共同保詰E

となりうるからだけではない。私達の知るべくして知り

えざるものを拓く資格があるからである。

適応障害の主因が，そのひとにとり気付かれぬ深みに

あるとき，私達は，言葉に現われ，言葉で訊ねる解明に

余り議みを托しえない。言葉は，いかに自在に用いられ

るにせよ，ひとのうちなる在るべきものであり， うちに

うごめく道ならぬものを隠し，断罪するためにこそ働

く。精神薄弱児にたいしても，自閉症児にたいしても，

言言葉はとざされ，狭い適応の基準から行動が記述される

に過ぎない。

jぎ葉の優位は，私達の見取りえない心の移りゆきをた

どりうる可能性にある。だが至難の業であって，たどり

うるひとは寡い。おそらく心理学者は，必ずしも短かか

らぬ心理学の歴史のなかで，ひとに教えうる本畿はなに

ごともつけ加えなかったのである。ひとは，ひろく心を

知り，心理学者は，これを越えるなにごともま日らない。

心理学は，心的過穏の産出するものを計測する方法を

育てた。操作変数と従属変数の中間過程は，心理学にと

って，なお，霊童く時閣にとどまる。そのゆえに，心理学

は，受容し産出する機構を問題としてとりあげる。なに

を，どのように受取るかは問題のひとつである。

私達は，べつの問題がありうると思う。それは，その

くかかわりの強さ)， 刺戟との接触の強度であり， 総合

の時間性である。

私達は，ひとのひとにたいする関係の強さの時間性，

ひとの事物にたいす関係の強さの時間性，この関与によ

って生ずる変遷に着目したので、ある。

精神薄弱児，自閉症児は，潔境にどのようにかかわる

のか，なにがく見事j戟的〉であり，時間とともにどのよう

に変移するのか。これは，きわめて基礎的な生物に共有

する事象である。

私達は，環境との接触の推移をく言葉〉で理論化する

とともに接触の強さを測定するものとして，脳波とくに

日波の振舞を選びとった。脳波は，心の内容ではなく，

少くとも，心の動きの強さについて諮りうるものをもっ

と信じたのである。私達は，心理ー学的な，そして生理学

的な，おおくの示擦を吟味して，脳波を選んだが，脳波

に持むところは，きわめて小さい。私達が脳波に求めた

ことは，外界との接触の強さが変り，活動の強さが変移

すると，脳波の篭肢が変り，波形が変様するということ

であった。

私迷は，単純な着想主じながく育てて，昭和37年

秋，実験室を造成した。この報告は，この小さな実験室

でおこなわれた試みの記述で、ある。報告は，なしたこと

の一部分についてだけであるが，昭和44年春， 新校舎

内の実験室に移るにいたって，消滅していった|日実験室

の記念の意をこめる。

私達は，研究を進めるにあたって，多くの心尽しをう

けたが，とりわけ，つねに私達を励まし，些調査なことで

も私達が試みようとしたとき，湿く王理解し，惜しみなく

身を挺して援助唱とあたえ，教室を育てられた，奥田三郎

先生に，この経過の報告を捧げるとともに，深く感裁の

ーワー噌
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~:を表するものである。

第 1章 問題一私選の推定;概念系と

仮説系

1) 視知覚の発動と衰退のメカニズムと概念

化の進行

適応障害は，ひとが環境との調整を通じて生じた行動

変容の側面を有するのであるから r学習」のひとつの
あり方として解明しうる局面をともなう。治療過程も，

学習の解除，学習転移とみうるのである。だが，この視

点は，従来の学潜論よりも，はるかに広く学習を捉え，

代謝，内分泌などの基礎的メカニズムを含む行動機構化

の領域を包むのでなければ意味にとぼしし、。

私達は，研究家の主題のひとつとして，学習の機構の

分析をとりあげた。私達は，学習の仕組の動態に着目し，

均衡化する変動の時間経過を対象にしたので、ある。

料執は，所与としてのみでなく，課題であり，国有な

解決をど要する事態にほかならない。ヒトは，体験の持点、

で発動する多様な活動の総体として課題を処理する。適

応活動の様式は，外的刺戦構造の変換一組み換えと内的

処理系の順応一再編苦手jをふくむ。潔境は，ひとによって

処置されるとともに，その活動によってひと自身変革す

るのである。

視長目覚は，刺戟変動に対応する生体活動化の仕率をlli

い，全体の調整をうける。即ち，不完全ながら基本的な

学習メカ品ズムであり，全体の学習機構に組込まれてい

るのである。視知覚の課題解決は，いわば括り付けられ

た作業であり，行動系に解決を委ねる。しかし，行動に

よる環境の問題の処理が，本来の解決であろうか。それ

は，やはり制限されたひとつの反応でありうるに過ぎな

い。ひとつの生汚体のある時点における行動は，主主の解

決とはなワえない。しかし，ひとつの生活体のひとつの

反応は，それ自体にとどまるものではなく，おそらく，

進化のうちに育てられてゆくものである。その機序はな

お知られていない。課題解決機構は，ひとつの生活体を

越えて生きつづける「なにかJであろう。しかし，それ

とても真の解決でありうるのか，私達の知りえないとこ

ろである。

私達が，行動系の参与する高次の学習系のモデルを避

けて，あえて受容系内の経験巣績の推移をたどった理由

のひとつは，教援一学習の主要なブeロセスが，今日な

お，実践や実地を含まない手続きに多く塩われている事

情ともかかわるのである。

刺戟を受取ると;鋭知覚は発動し，やがて衰退する。こ

れは，単純な事実ではない。ひとつひとつ局面を検討す

ることを要する。東j戟を受取ると視知覚が発動するとは

なんであろうか。視知覚の発動とはなにをいうか。

私達は，すでに，刺戟が差呉として急速な反応を誘発

し，課題化し，処現する機構を解発するという推定を立

てた。視究目覚系t土，通常，刺戟に接し，受容している。

そのゆえに，問題のjfilJ戟も刺戟たりえたのである。その

活動の発動は，脳波の振舞で表示しうる。党語星条件で対

象が出現すると，脳波の蕊流篭泣は上昇し，波形は， 日

波が減衰した速波の犠相を設する。脳波の変化よりも大

きい潜待で，脳内への鼠流量は増大し，指尖脈波は減少

する。おそらく，多くの基礎活動が同様の傾向なとるで

あろう。対象を注視し，確認がおこなわれるのである。

後頭部日波は，視覚系の活動水準の変遷を示す。同ーの

音響と図形の見出j戟をあたえている試行において，資に注

意をむけると後頭部α波は;増愛し，図形を検分すると日

波は減衰するからである。

視知覚の発動は，限球運動の速度と定位を高め，刺殺

関{直を低下し，弁射性を向上しうるが，これらの変化の

多くは検出されていなし、。

差異検出とともに，生活体は，筋，皮膚，臓器に緊張

た微少に発生する。これは，警戒態勢とひとしい微小な

準備状態の発現にほかならない。

対象祝の明確化は，単発東i戟にあっては， 200msec. 

程度から上昇して 500msec.近くに，ひとつのピークが

あるらしい。刺戟は，よく見られるのである。持続視条

件にあっては，線分，正方形などの形態の過大視は，ほ

ぼ 5sec.程度つづき， それ以後は，縮小視にむかう傾

向がある。

設知覚は， jfilJ車えが持続していても衰退してゆく。刺戦

闘は上弁し，対象は縮小し，槌色し，後退し，鋭さが失

われる。図の地にたいする量覧表さが失われる。脳内への

血流量は，減少し，指尖派波は増大して定常状態に近づ

く。限球運動は速度を減弱し，多くの活動は定常にむか

う。脳波は， 直流篭圧を下降し，日波の回復が生じ，

安毒事関限時への起伏ある傾向をしめす。 これは， 慣れ

habituationの過程として記述されるものである。

適当な反応変数をとり，厳格に検査すれば，視知覚に

は，微小な賦活と減弱があることがわかる。それにもか

かわらず，私達は，見えがひとしく続いているという体

験をしているのである。

中枢性活動の定常化，弁別能の低下，形態の縮小，崩

壊，図地変換，東j戟関値の上昇など祝知覚機能の鋭化が

生じているのに，対象像は，意、識体験として，変容せず，

自 3 叩
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同ーのものとして存続し，現象しているのはなぜであろ

うか。

この事実が可能であるには，祝知覚の活動になんらか

の補償が生じているためかも知れないと推定できる。

推定のひとつは，視知覚の進行につれて，短期の視知

覚学習が生じ，連続する視活動の残存効果が累積して記

憶化し.histeresisのように働き，直前の視覚経験が後

続の視覚の仕事を節約し，仕事設が減少しても，同一の

認知を保つということであろう。

だが，この推定は，脳波の指示する中枢性活動の定常

化と意識体験の~えの非減弱の関係を説明しうるが，視

覚活動の低下，即ち車u戟関，弁別闘の上芥，形態の縮減
との関係を論説しえない。知覚の仕事が節約されて，対

象の同一性が保持されるなら，関僚も形態視もひとしい

水準に保たれであるはずのものであろう。

さらに，ひとつの推定を必要とする。すなわち，凝視

の変換と持続にともなう短期の過剰知覚が学習として作

用し，過剰学習機構(図式化)を形成する。対象は紙念

化されることを通じて，形象性を維持する。見事j戟への鋭

敏な検知作用は減弱するが，対象の概念化が遂行して補

償が生じ，意識体験としての見えが泰実上一様で，対象

の同一性は保持されるとするのである。

感覚入力の投射が，視覚僚の興奮の変動合通じて，ひ

とつには賦活系を経て，広範な皮質活動の上昇をきたし，

d 波の減哀を生ずる。持続祝において，感覚入力の投射

は，いぜん続く。おそらく，投射は，多くの活動単位に

よる離散的入力として処理系に運ばれる。根球選動は，

受容領域の変動の隔を拡大しよう。これらの変動の条件

において高次の活動群が励起してゆく。刺戟との対応、の

微小な変化は，その都度，少しづっ異なる若手合誘発する

が，同一車tl戟を受容する頻度は若手の中央部に高く，周辺

部に低いと予想しうる。シナプス接合の状態，方口議，動

作時間の短縮などの嬰図によって，群の中央部では，周

辺部より反応、確率が潟くなり，励起されて，周辺部に抑

制が拡がる。府j戟の持続は，神経回路網のランダムな活

動水準の変動に，ある種の規則性，興奮分布の集約化を

生じさせると推定しうる。このような若干の変動を通じて

invariantな系が成立する過程と祝知覚像の概念化がか

かわるのかも知れないが，私達にとって有利な誌拠は未

だ少い(北島象司 1969)。

慣れ habituationは複雑な過穏であって，必ずしも学

習論，図式論で尽きるものではない。

私達は，一定の観察条件下で，車u戟構成と視覚の賦活
状態の関係を実験化し，日波の振舞を示擦とする慣れの

遂行に，学習論，図式論の適用の有効さを見出したので、

ある。

私逮は，このような微細な認知のプロセスに学習の基

礎的メカニズムを認めた。学習による刺戟反応の低減と

経験の図式化は，より普遍的に，習慣化 habituationと

して，生物にひろく分布し，絶えず変動する環境車u戟の
うちの恒常性宏把持し，浮動する無意味料戟を棄却し，

生体内部の安定をはかり，自律性の形成に資するととも

に， !jllJ戟の一般化を可能とする道につながるものであろ

う。

2) 課題解決機構のモデル

視知覚の形成と事更迭のメカニズムに，課題解決機構の

モデノレを導入しうるならば，若干の構成概念に基いて，

仮説系を組織することができる。課題化は，対象を課題

たらしめる婆求に起因し，生体の基礎的な適応メカニズ

ムに由来するものであるが，その発現と解決の仕組は，

それ自体，間有の仕事の体制を有し，多くの参与する活

動の時間的連鎖として，東j戟の同定，識別を達成するの

である。前者は，視知覚の発動と衰退の動留を示し，後

者は，先行学潔にかかわって実現する知覚の作業工程を

表わすものにほかならない。向者の条件によって成立す

る活動の推移は，諜題解決の難易度によって規定される

とみることができょう。

i) 視知覚の活動の強度は，適応機構解発の条件!こ依

存する。

a) 引金 triggerとしての差異反応，すなわち，達成

動作の手がかり cueとして，鍵刺戟 keystimulusと

して，適応機構の解発関 releaser(Lorenz. K)の役割を

するのである。これは料戟を符号として読み出すことで

あり，対象の複雑な機成のうちに，予め志向すべく定ま

ったそデノレを選択することにほかならない。二次的に

は，ひとの集留の形成する共同生活空間において，東j戟

の特定局閣の構造を選択的に対象化し，環境のなかに位

震をあたえる活動を基礎とし，ここでは，ひとの成長に

ともなう言言語系からの知覚への規定が大きい。

視知覚は，動機づけられ，刺戟のモデルを目標として期

待し，関連のない反応を抑制して，対象~図化 figurieren

ずるのである。

b) 警報 warningとしての室長兵検出。 視覚は遠隔刺

戟 distalstimulusの把捉として， 適応にさいしての~

照的時間的な予紡搭援を担うものである。すなわち，差

異反応は，防衛機制の一環をおめるのであり，知覚は，

基本的に環境変化に関僚が低い。

変化の検知は，差異反応の原初的手続きで，反応を定

位し，篠実化する態勢を招来する。だが，刺戟変化の定
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義は，必ずしも自明ではない。刺裁の客観的変動が，つ

ねに認知を更新するものではなく，間一構造体が，見え

の変換を招来して活動を高めることもある。対象の運動

は場所的変化であるが，規則化するに従い，室長兵反応を

低減し，他方では同一刺戟の図地変換は，差異反応を高

めるのである。

先行学潟の増大にともない，変化の図式化は拡大し，

生活体の発達とともに起発力は減ずる。また，変化の検

出は，重大な課題解決機構に総合しない限り，速やかに

消去するものであり，その定常化の陣容は，遷延する警

戒反応として不安を醸成し，認、知異常をともない適応障

害の疲状をなすものである。

ii) 視知覚の進行iま，刺戟受容の準備態 readinessに

依存する。発言語した差異反応は，事j戟の経過のうちで，

微小な差異検出右?ともないながら，先行の条件づけられ，

学習された図式系の処理をうける。先行構造は，過剰j学

習による視覚性概念であって，感覚入力との尚に，つね

にくいちがいを生じ，認知の転移，図式変換をおこす。

科事えは，準備態の微小な変換によって，謀議づけを更新

し，活動を蒋賦活する効果を生ずる。

感覚入力とともに確定する予期一概念の系列は，準備

態における興奮一抑制の選択的機序の規定をうけて，差

異反応とその消去のプロセスに影響する。

知覚では，図式系の適用は必然的で決定性が強く，確

率的である。その誤差は，一定の正常僚を中心とした正

規分布とみなすこともできる (Brunswick，E. 1956)。し

かし，なお，その過程は，微小な活動時間の継起による

可変性をふくむ時系列なのであり，課題解決の活動に，

柔軟で拡延の大きい処理機構と硬く回定的な拡延の狭い

機様を区分しうる。これは，系の各部分のコミュニケー

シ認ンとして，通常は，知的活動の状態として定義され

る。

精神薄弱，分裂性痴呆を，拡延の狭い濁定性の類型と

してあげうるであろう。

主を異検出は，一般に，一過性の認知陣容を意味し，百I

i差的なものであるが，解決は偶然性をもち，相対的にと

どまる。

準備態は， a)活動の斌活皮として，刺戟処理にさい

しての認知の広がりと学習したものの利用の効率に対応

する。すなわち，意識水準， awareness， vigilanceの程

度として記述しうる， b)刺戟一反応の学習度， 熟知度，

先行経験の保存と概念化の内容と程度にかかわる。

iii) 様知覚の践活の持続iま，解決の毅易度の規定をう

ける。これは，刺戟の複雑度と準備態の関係に依存する。

見事j戟の構成要素の愛と質，結合組成の量と王室が，複雑度

の凶ミ子であり，複雑皮の増大は，準備態が一定であれば，

知覚の仕事量の増加を要求し，難易度は高くなる。過剰

学習は，仕事時間を短縮する。照会，走査の過程は，予

測性の言語さに逆相関し，この意味で，刺戦構造の把握色

情報処瑛系の作動として，事j戟の情報化における穴長度

redundancyで記述することもできるはと島象湾 1965.

1967)。 しかし， 刺戟のパタγ性の処理系の構成はなお

困難であって，あらゆる試みは，なお，事実を包みえて

いない。現象論としては，ゲシュタノレト性の記述が，分

類上有効さをもってし、る。

害事実としての知覚は，複雑な構成をもち，多元的な図

式活動を要求し，見方は転移し，多くの微小な課題化に

よって成立つ。課題の難しさは，より長大な解決時間を

婆ずる。

より具体的にいえば，初期の全体視あるいはー襲警によ

って，対象像が発現し，色括的な図式が当初に起発して，

数十ミザ秒の遅延を経て，阪球運動の定着点を統制する

過程が遂行する。これは，刺殺の空間構成を，一定の空

間単位に従って時間的に投射する機構として働く。離数

的入力は投射回路群の変動として，迷合回路群の興奮と

抑制の布霞を支え，おそらく間一刺戟の認知の持続と反

復のなかで，高次回路群に興事室の勾配を生じ，一定の分

布裂をなすにいたるのであろう。この過程が祝知覚の概

念化であろうが，しかし，なお，いかに精筏に理論化し

ても推定にとどまらざるをえない。

私達は暫定的に，先行学習による概念形成が，昔話i戟の

空間構造の投射による時間的援者しをより速やかに規刻化

し，定常化しうると推定しておく(狩野陽1967.北島

象可 1969)。

3) 作業依説系の措定

作業仮説 1. 後頭部日波は，定常化した祝知覚活動

の指様である。系1.日放は，一定の系の活動水準を表

示し，ポランシヤノレなト…ヌスの持続を指示する。すな

わち持続的な詰高値下インブ。ノレスにより維持される王子衡過

程である。系 2.a波は， 非定予言活動にたし、する準備状

態を指示する。

作業仮説 2. a波の発現率，同期性の水準に従って，

視知覚活動の定常度を定めることができる。系。日波の

発君主率，河期率と視知覚活動の定常皮の対応には偶人内

の consistencyが存在する。

定義 1. 定常 (stationary)とは，系内の領常性維持

活動 (homeostaticactivity)の支配の成立をいう。定義

2.非定常とは，その支配の失われることであり， 事態

は， トーヌスの変化として記述しうる。定義 3. トーヌ
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スの状態は，ー穣のスカラf主であると想定する。定義 4.

定常度とは，刺戟反応における視覚系の定予言性の成立に

対応する理論値である。

第2章実験の展望

私達の研究家で、実施した，いわゆる脳波実験若干の主要

な問題と解明の方法，実設の手続きと結果を，展開の道

程に従って記述を進める。もちろん，多くの迷いと誤解

があり，実効のない仮説，実験法の誤り，とくに実験技

術j二の些細な欠日ちによる去票数の失敗，そしてつねの進路

は，おおく袋小路と化し，かすかな予想と期待を潔わせ

て，次の迷路へ誘う緒い道穫であった。そのおおくは，

いまなお解決し難い障害として残り，見通しをさまたげ

ている。

種々の実験群のなかから，いくつかの視点に基いてま日

見の若手を整理し佼涯をあたえてみよう。

刺戟統制jの方式，被験者の振舞の観察と表示の手)1擬，

生体反応の計課目，とくに脳波を基とするポリグラフの導

出法についての準備の期間を経て，実験室が確実に始動

したのは，昭和37年2月27日であった。試みること自

体のもつ美しさを診をえたプラト γの意勾，/cO:).o， raρa 
/CeyOvVo，を，実験室の壁画に記しおわって，試みの長
い反復が始ったので、あるo

;協全日f誌が発動し渓返する過程に，微小な学習を見出す

前提として，視知覚が一定の構成をもち，意味のある対

象が， くそこに)，くそのように)， 存在する条件を統制

しえなければならない。視覚が安定し，情報をあたえる

まま礎条件の確定が必要である。刺車えが存在し反応に効果

を生じても，認知は不全であり，安定を欠くことがおこ

る。

私達は，自動遼動 autokinetischeBewegungの実験

事態を導入し，凝視作用の持続によってJ!ilJ執を対象化し

ても，認知空間の構造設の不足のゆえに，認知が安定せず，

対象は然構造の空間を主体の微細な変化，とくに態度や

暗示に従って浮動する事実に着目した。

小光点，幾何関形，方向をもっ意味図形，縦横が各

200mmから， 1，600mm にいたる十字裂(視角度最大

30
0

)，明るい等質面の小視擦を提示し， いずれの形態に

たし、しても， 目標刺戟しか存在しない視空間では自動運

動を認めた。潜待，運動議，運動方向に刺戟の大きさ，

光景，形態性が効果'a:あたえている。

祝角度300の刺戟，明視野などが，微震とはいえひと

しく確かな自動運動をしめず事実は，視知覚が認知体制

として，刺戟構造との綴織的交渉活動のうえに維持され

るものであり，微量な刺戦構造の新たな設定が著しく自

動運動を減弱する事実は，祝知覚の安定に，対象空間の

布置が足場として必婆であることを明らかにした。

脳波は，見詰j戟提示ののち約200-300msecで速波化

し，とくに凝視初期の日波抑制は著しい。自動運動発現

にともなう脳波変化は検出できないが，自動運動が容易

におこり，潜時も短縮する時期には，日波がより多量と

なる傾向がある。しかし，少設の東j車えであっても自動運

動発現にさいしては日波の減哀が大きし日波の回復す

る待郊には，自動運動は少い。おそらく，0:波の回復は

凝視そのものの弱化を:窓沫し，自動運動は凝視に依存す

るが，試行の反復につれて，自動運動発生の状態がすす

み，時間とともに凝視は弱まるけれど，発生は促進する

と解釈しうるであろう。

認知体制が形成し衰退する過程は，また，おおくの生

体内活動単位の複雑な参与の連鎖である。私逮は， GSR， 

筋電図，心霞図，指尖脈波 minortremor，と認知過程

の対応を検討し，昔話j戟に接触する活動の強さを問題とす

るとき，操作刺戟に無関係な (irrelevant)，無数の自発的

誘発的活動のなかにあって，日波の遷移が検知しうる局

商を獲定しようと努めた。このためには，被験者の準備状

態の統制jを必婆とする。これは，ひとの覚醒状態では困

難な条件である。薬物投与，催眠の施行は，作用機序が

不確定である。実験室の物理一化学的条件を単純化し，

安定化して，操作変数と反応の結合に資することは当然

の捲護主であるが，私達は，安定化した環境車u戟が，被験
者になにを生じさせ，どのようなあり方を強化するのか

を知る必要さがあった。ひとの意識的意図的反応ではなく，

より基礎的な反応，そのひと自身の気付きえない反応を

把握するためには，少くとも，実験環境そのものの効果

を予測しえなければならない。

私達は，従来の sensorydeprivationの資料を検証

し，実験環境の一様化の持続によって，とくに「対象j

空間の均質化によって，変化への認知が強化されると認

めた。

単調環境の縦続は，確かに，被験者の知覚の主観性活

動を遊離し発動させて，銭視や幻覚の発E誌を促す。視知

覚は，::t観的意味によってっくりあげられる。布穫を欠

く明視野は，務黒よりも幻覚を発生し易い。これは， J!ilJ 

戟感受の準備態をなす視知覚の概念性問予，つまり，予

期や意味づけの図式活動の投射であろうと推定しうる。

均資料戟の強制は，認知の内的傾向と内容を解析する手

がかりをあたえる。だが，未だ綴織的分析の方法はない。

私達は， sensory deprivation法を限定的に導入して，

差異検知を志向する概念活動のく促進〉として役割をあ
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たえ，実験条件をこれで統制して，操作刺戟への被験者

の接触と反応を推進したのである。

実験室は，資料Eに示すように外界変動を遮断し，内

部の刺殺をできる限り小さいものとした。物理化学的条

件の安定をはかち，被験者はリクライニγグ・チzアに

支持された姿勢をとり，視野は反射光のないすりガラス

状の均質なアクリノレドームが包み，視野周辺は溶絡し

て，等霊童ITn中央に視線が集中する傾向をもっ。実験操作

にともなう局外科戟から，ほほ完全に隔離されているの

である。

視知覚と脳波の関連を対象とした実験群を，時間構成

に基いて， 2若手に区分する。刺戟感受にともなう仕事は，

一定の拘束時間を要し，それを担う各活動単位の時系列

をなすと想定しうる。おそらく，網膜活動時間，皮質賦

活時間より複雑な活動性を単位とし，視釘目覚の体制化の

必婆時間を記述すべきなのであろう。

ここでは暫定的に，刺戟連続が10sec~30 sec.ときに

は数分におよぶ提示にたいする視知覚の複雑な活動を対

象とするく持続像による実験〉と， 1/10'秒 (10μsec)

穫の短時間の挟像援示ののちの知覚の活動を対象とする

く閃光像による実験〉として，車u戟の処理過程を分析す

る。前者は，笠間構造が，眼球運動によって離散入力と

して投射され，走査はフィードパックして見方の変換も

ふくむ複雑な過程であり， 後者は， 1/103秒のオーダー

で遂行する視覚活動単位よりも持続が緩く，単発印象の

処理として分析すべきものである。

1) 持続像による実験群

1-1 '64一春一実験昭和39年6月から 7月。実験

室条件の整備に必要な情報をうるとともに，等賞受間へ

の反応の推移を追求した探索的実験。

1-2 '64一夏一実験昭和39年8月から9月。視覚

反応にたいする脳波の感受伎と。波の意義。等質空間と

分節したZ夜間。図形の構造性による日波の振舞を分析し

た。通常型帯域スベクトノレ分析器を用う。

1-3 '65一春一実験昭和40年1月から3月o 刺車え

を系列化し限定した反応系の発動の推移と概念形成のの

ちの包摂刺戟への反応性を観測した。系列はアルファベ

ット，自然数などを汚う。

1-4 '65-夏一実験昭和40年6月から 7月。感覚質

問の注意の移動による効果。視覚注意と日波の関係の確

認。系列刺戟による文脈の差異反応への効果。系列中の

手がかり扱捉の義異反応への効果。反応にたいして被験

者に応答さぜる試行を問符におこない比較した。

1-5 '66一秋一実験昭和41年10月。特殊な AD変

換帯域スベクトノレ分析穏を作製し設置し信頼性を検討す

る実験をおこなった。

1-6 '66-冬一実験昭和41年11月から 12月。定位

反射と慣れについて，精神薄弱児(札幌養護学校生徒)と

正常児(札幌南高等学校生徒)に対して実験。

1-7 '67一春一実験昭和42年2月から3月。臨床心

潔診断法の一環としての脳波とその分析の位置と役割に

ついて検討した。対象は外図性精神薄弱児(札幌肉様養

護学校生徒)。とくに精神薄弱児が刺戟統制下の一定の計

測条件のもとで適応しうるかを観察し，実験室条件の整

備のための情報を求めた。間一刺戟にたいする義兵反応、

の消去の速度，非関連刺戟への注意の拡散と知能の関係

を分析した。

1-8 '67-~査一実験 いわゆる図式とよばれる知党結

合機能に焦点をあて， :5経験的に構成した図式系と整合あ

るいは不整合なJIliJ戟系列と日波の関係を分析する突験。

昭和42年7月に実施。 この実験以降， 前記脳波分析器

は A とBの2チャンネノレのおのおのの2帯域， 合計

4帯域の AD変換スライスレベ/レセ独立に調整で、きるよ

うに改良した。

1-9 '67~'68-冬一実験 A. B 昭和42年12月から

昭和43年 1月にかけて数種類の実験を主主行して実施。

差異反応、には多くの次元がありうる。ここではまず'67-

夏一実験で分析した図式系との整合一不整会による差異

反応の補完的実験を第15経験とし，第2実験は注視を余

儀なくされる高度の課題状況における日波活動の分析を

行ない，第3実験は長期にわたる向-JIliJ戟提示の場合に

生じる注意水準の変動と図式系の関係を分析した。

1-10 '68一春一実験昭和43年6月から7月にかけ

て実施。刺戟が変らない場合や，あるいは刺戟が減少し

て布置そのものは単純化した場合でも，刺戟の移動や減

少あるいは凶地変換によってB常的意味をもっ図柄が出

現したとすれば，日波活動はどうなるのか。これらの疑

問に解を見出すことを意図した。

2) 閃光像によ答実験群

2-1 '68…冬一実験 xenon ラγプによる緩めて短

かい持続の光で引きおこされた知覚体験と，東u戟がなく
なったあとの日波活動の問にはどのような関係がある

か。 これを分析するための予備的実験。昭和43年1月

に実施。

2-2 '68~'69ー冬一実験上の実験の継続を刺戟安多

様化して実施。昭和43年11月から昭和44年l}jに実

施。

これらの諸実験を，仮説，手続，結果などの諸点、にわ
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たり事実に，fi![Jしてつぎに記述する。

第3章巽 験

1) 持続像による実験群

1-1 '64一春一実験 視生目覚に単調な刺戟環境を長野寺

関あたえると，一般になんらかの認知障害を生じ，幻覚

の出現と事後の形態視の陣容をみることがあり，これに

ともなう脳波は，徐波化の傾向をしめすものである。

実験の箆的私達は，操作変数を組織化するために，

視知覚における単調さとはなにかを吟味する必要があっ

た。視野の構成を，踏視野，関限一眼機内視野，等質視

野，ま定員5的構造の視野に分類し，聴覚やその他の感覚事

態をできる限り一定iこ保って sensorydeprivation法

を導入し，推移を鋭察した。これによって，実験室内の

条件統制jに方向をあたえ，被験者内の条件との有機的関

連をもちうる物理化学的条件の資料と，被験者の内的

条件を感知し測示する心理一生理学的操作に関する資料

を求めたのである。それとともに，単調刺戟を一定の基

準で構成し，認知の不安定性と日脳波上経過を鋭il!Uし，そ

の他の反応変数と比較検討した。

実験装蜜:資料IIAに示すような実験室条件において

プラスチックドーム上に，等質な homogeneous光，単

調なパタン車;IJ戟を投射する。規則性の高い構造をもっ視

野として，漁網をドーム全体にかけ，そこに生じる規尉

正しい無数の絹自の彩絵を刺戟布置として用いた。車tl戟

視野は全視野を被い，周辺部は溶務している。

ドーム面の照度は，東芝5号照度計で計測し，等質東日

戦時はllux以下，推定値O.51ux，また漁網の彩絵のと

きは約lOluxであった。

計測条件:生体電気的示擦として EEG，GSR， Minor 

Tremor (MT)， Plaethysmographをポリグラフによって

記録した。

電極位置の一例jは第3-H警に示すとおりである。導出

は双極誘導。電極CI;@は前額部にあり，主として限球運動

の示様。電緩①と①は脳波

言十il!U!'自で，頭演郊と後頭部

それぞれ正中線上におい

た。 GSR 電緩は左挙の中

央部と爪にあり.電位法で

計測。 MTi土友栂指のつけ

被験者:成人男子7名。

実験手続:被験者は1名づっ上述の計測用電極を装着

して実験室内の椅子に坐る。被験者の室内滞在時間は最

低4時間，最高9時間であった。路視野開眼，関絞，明

視野告書娘，開眼などの過程をおこない，資料を観察し，

被験者に陪順応を生じさせてから，前述の刺載のいずれ

かなドームに投射する。それを観察し，視知覚の現象的

特性をはじめ，聴覚や触覚などそれぞれの時点で注意の

対象となった感覚事象をすべて口頭で報告させた。突験

2室震外で
録を行なつた。

結果と考察:報告の内容は視覚と聴覚に関するものが

多く，触知覚，型主党についての報告はなかった。刺戟投

射窃にパタンが見えているときには，パタンの変型，対

象までの距離の変動(実際の距離は60cm位であるが，

20cmのように見えたり 1mのように見えたりする)

網目の立体視(平面である網目が起伏のある凹凸がある

ように見える)網目の連続した規射性が崩嬢し，部分的

に集塊を作る現象， 網目とドーム留の言明j離現象(ドーム

が後送して透明空間に帯電gが埋めこまれたように見え

る)などが笑験開始のあと 1ないし2時間以降の報告の

中心となった。そのようなパタシがなくて等質街しか見

らないときは音とくに実験室外の物資，人の戸などの報

告が主となる場合と，等資産立の非等質性の細部について

の報告が主となる場合があった。どちらの場合にも，被

験者は何らかの刺戟布援によって，自己と対象i政界を関

係づける傾向をつよく示したと言いうる。

EEGその他には，被験者の arousal(覚書皇)水準の変動

が~られたが，視知覚体験の絡部にわたる記述と EEG

所見との明確な対応を見つけることは出来なかった。

府j戟条件の統制操作の側面についてこの実験は次のよ

うた陪鐙点を切らかにした。

①聴覚車IJ戟の統制が被験者の内的条件の恒常化にとっ

て主主要であり，かっそれが関難であること。

@完全な等資料戟を通常の行動空間の大きさで構成す

ることはそれほど容易ではないこと白それにもかかわら

ず，他の信号刺戟と組み合わせると，非信号的刺戟とし

ての等質性の効果を保持することはそれほど罰難ではな

L 、こと。

①等質性とは，視野に分節がないということであるが

それは視覚の差異検出の方向と水準にかかわる。ゆえに

sensory deprivationは， 東j戟の変動の感知のないこと

根におき， Plaethysmog- と対応し，視長目覚の基礎条件と経過によっては，視野が

raphは右人示指の先端に 高度に分節している条件でも発現すると推定できる。

第3-1図 装着した。 1-2 '64-.一実験いろいろの予備実験の経過で，
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視知覚の形成と褒退

団波が視知覚活動と照f.志し，しかも室長呉反応を生じ難い

視野では，朗読野においても路ー視野中，あるいは間限待

とひとしい振幅と持続を保ちうること，そして，少くと

も実験室の被験者の観測値からすれば，日波を計測し

うる対象者の比率は 75パーセγトで， これらは30μV

以上の振憾で， 安毒事詩に 50ノミーセシト以上にわたって

分布することが消j拐した。これは本実験室の被験者に特

有の綴向という限定がありうるとしても， いちおう，a

波を反応変数として用いる有効さは認、めえよう。ここで

確認を華をすることは， 1) ;視知覚と規則的な関係は，駁波

の周波数帯域のそれぞれにどのように認められるか。 日

波は，そのなかで，どのような佼蜜を点めるか。 2)祝野

の分節の存否は，脳波，とくに日波のどのような経過に

効果をあたえるか。 3))和j戟の布置特性に従って，a波の

振舞にちがいが生じ，法則性がみとめられるか。の点で

あった。

実験の毘約:私達は，いちおう常法にもとづき，脳波

成分を 2~35c/sの部分について5帯域， δ， 0， CX，九

九に分け，車u戟との対応をみなければならない。 とく
に， ()波，s波についての所見を検討する必要があったo
a波については，規準化と室主化の方式の検討。このため

信号性をもっ刺戟パタンと信号性のない明るい面として

の等質事j戟への反応の検討と車u戟布置の特性による反応
値の分布の分析をおこなう。刺戟の構造住として，暫定

的な分類基準を定め，図形の構成要素が凝集しているか，

規則的か，意味をなしているか，穴主主さが大きいか，に

よって比較する。

主題の担当者は，森二三男である(森二三男 1966，

Fumio Mori， 1967)。

爽験装憲:実験室条件，脳波計，刺戟投最長装援，投影

用ドームは，資料立A(I日実験室)に示すとおりである。
脳波分析には，日本光電製遜常製2チャ γネノレ5帯域周

波数分析器を用い，その出力を隠波計に入れて間待観測

した。刻時装置が内蔵されているが，必ずしも実験)jiiJ戟

用刻時装置と間期することは確実とはいえないので，試

行にともなって， 間期を定めた。分析成分は， o波 (2

~4c/s)，。波 (4~8 c/s)，日波 (8~12.5c/s)， s1波 (12.5

~20c/s)， ß2 波 (20~35)，であって，それぞれのための

炉波回路により構成されている。

刺戟条件:)jiiJ戦パタγを第3-2図に示す。良策の5

mm 厚200x150mm2 の硝子の中央部に 120x80mm2

の窓を作り，その他の周辺部を不透明体で、被い，この窓、

の中心に約40x40mm2の釈j戟パタγを接着剤で間定し

た。但し，網目パタ γは金網を不透明体に窓をあげたも

ので支持して作成し，点々パタγはj二質紙に微小な子しを

甲
山
冊
目
le 

l議主|
第3-2図刺戟パタ γ

4a， 4 bは明絡が逆であるが便宜上

白地に罪悪点で議いてある

第 3-1表刺戟パタγの特性

あけて作成した。刺戟パタンの材料は紛い糸や不透明プ

ラスチック，および金網を使用した。

図形は a，b 2系列で各系列4種類の図形を用いた。そ

れぞれのパタ γの刺殺特性を一応第3-1表のように規定

した。

計測条件:脳波用銀電援をど第3-3図のように装者し，

同時にZ王手掌と左手背間に GSR用電極を裟者し，ポリ

グラフを用いて記録した。また言tr述の5帯域脳波分析器

によって分析した各帯域の瞬時波形と 5秒区間ごとの積

分僚をあわせて記録した。刺戟提示時間はj司じくポ担グ

ラフのマーカーで表示した。

被験者:北海道大学学生男32，女H十33名を第1次

の被験者とし，この中で安静時脳波に日波が十分認、めら

れる者20名を主たる分析対象とした。

実験手続:各刺戟パタ γを積分装置の切換時間に伺期

させて20秒提示する。同一刻戟パタ γを10@lくり返し

提示し， くり返し時の休止期は20秒であった。 この休

止郊には白色プラスチック板で投影器のレγズをおおい

-9 -
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刺戟投身す器の光源号室圧をスライダックによっ

て調整し，車q戟提示時とほぼ間程度の照度

(約O.51ux)の等質祝野がドーム上に現われ

る。後者は電圧を下げる手法で調整したので

波長が長い方にずれ，やや赤味のつよい等質

視野となり，刺殺パタン面とは色相の室長呉を

さ長じた。

パタγの提示)1煩序は 4b， 4 a， 2b， 1a， 3a， 

1 b， 2a， 3b.であって，各パタ γ相互の関に

3分間の安静関図期間をおいた。

各パタ γはドームの上に約30x40cm2の

影絵を作る。ただし約百パタ γは全貌野を被

う程度に大きしまた点々パタ γは絡黒視野

に光点となって出務ずる。ドームから被験者

までの距離は約40cmであるので，上記ノミ

タンの視角度はほぼ1ラジアンとなる。

被験者はドームの中にはまり込むような形

になって椅子に祭る。被験者への教玉沢は，rこ
れは何であろうかJという興味を持って刺戟

郊を見つめることと，無理に凝視をする必要さ

はないこと，および脳波計測上，身体とくに

手足と頭部を動かさないこと， 自ばたきをどな

るべく少くすること，などが中心であった。

結果と考察:脳波篭穣部位と脳波波形およ

第3-2表各刺戟パタン・各試行

ごとの日波再現率

Trialsl F問 eI F問 eI F~笥e I F~三官e
1 57.4 60.3 48.2 53.8 

2 56.8 49.0 55.1 59.3 

5 64.0 48.6 57.0 57.4 

4 76.0 59.6 56.3 59.0 

5 68.9 55.2 64.4 67.1 

5 81.5 58.4 64.7 58.0 

7 59.2 64.0 63.5 59.2 

8 65.0 57.4 59.1 61. 5 

9 64.0 62.5 58.4 53.0 

10 69.6 64.8 79.9 53.5 

Mean 67.2 58.0 66.6 58.2 

一一
Tdalsl FjTTIF;笥eI F問e¥ Fl豆?
1 51. 4 49.7 40.3 49.5 

2 70.1 53.2 47.2 46.1 

5 58.3 47.6 41.1 41. 9 

4 66.3 55.1 44.2 43.6 

5 78.3 57.1 43.1 43.7 

6 81.8 58.3 48.6 40.1 

7 70.1 60.3 41. 9 42.6 

8 73.4 53.6 44.9 44.3 

9 61.2 68.6 38.告 44.9 

10 58.5 5百.5 39.1 41. 0 

Mean 66.9 50.3 
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B. 

" 
第3-3図電極部位と EEG記録，分析総出力記録

(被験者 K，男， 23歳)
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視知覚の形成と衰退

び分析器の瞬時波形と積分波形を第3-3閣に示した。

分析対象はa波の積分僚である。刺戟提示中の a波積

分伎を直後の休止期のそれで除して a波再現率を主役め，

これを指標として刺戟パタ γに対応する日波の特性を分

析した。各刺戟パタ γの各試行ごとの a波再現率は第3吋

2表および第3-4図に示すとおりである。

第3-4図にみられるように，網目図形と円図形におい

ては， a， b，阿系列間の q波活動に顕著な主主ーがある (2%

水準で有意)0a系列では試行の遂行につれて α波活動

の低下つまワ視知覚活動の定常水準への移行がみられる

のに対し， b系列では明確な推移の傾向がみられない。

一方，十字形図形と点々図形で、は， a， b同系列間の a波

活動に差が見られない。これはつぎのことを騎示してい

る。ひとの情報処理系を構成する神経田路網には，入力

となるJlliJ車えによる興奮OE礁に言言えば輿饗と抑制)の分
布ができる。この分布は回路網内の一定部位にいつも生

じるものではなくたえず変動するけれども，分布のパタ

ンがあって，そのパタンは安定性をもっている。この興

奮分布のパタンは現象的見えと機能的関係をもうていて

J?.えの変化が生じているときにはパタンの変化が生じて

いると考えることがでさる。上の実験結果が示している

ことは，このようなパタ γが脳波とくに官波と機終的関

係をもっということである。つまり 2備の刺戟布援が日

波活動に主患を生じるためには，刺戟の物理的布置の変動

そのものではなくて，京u戟の現象的見えの変動が必要で

ある。十字形図形と点、々図形は aとbj苛系列聞に物理

的布霞の変化はあっても，見えの単一性が保持されてい

るので上述のような結巣を生じたのであろう。

図形刺戟の休止期には，照度のひとしい等質視野が現

出した。等質視野は，各被験者において笑験開始時には

広範な日波減哀を惹起したが，図形車u戟が対象化するに

従L、急速にa波の土議長まを生じ，ほぼ各被験者の関娘持，

路視野関限時に近い回復を示した。図形が提示されると，

図形が課題となり，等霊重視野は，その準備状態という性

質をおい，a波活動を促進するという予想に叶うもので

ある。

1-3 '65一春一実験図形刺戟の課題性を規定する条

件について，予期や予測性の高さは，認知に要する情報

を減ずるという推定のもとに， '65一春，者干の探索的実

験を試みた。刺戟の構成に系列性を導入することが問題

のひとつで、あった。主再発刺戟やその反復にたいする蕊接

的反応ではなく，刺戟が一定のJI鼠序をもって変化してゆ

く経過のなかで，反応に方向性と積み重ねが生じ， I1鼠序

性に限定された反応をとるにいたる。この阪序，系列性

は，刺殺の構造によるとともに，これを意味づける志向

をもっ選択約機能にもよるのであって，図式性のひとつ

の現われ方であろう。活動は，先発性の予期もふくみ，

系列進行とともに反応内の抑制jがすすみ，選択的鋭敏化

を生ずる。この系列特性~分類して，図式と刺戟の連続

との関連を検討する必要があったのである。

自然系列，意味系列を用いて，系列外の刺戟を挿入し

反応、債を計測した。それは，たとえば， AからH，1か

ら7のようなアルファベット，自然数を，鋳るい小点、で

構成して提示し，a波が出現した時点で系列外のJlliJ戟を

出し系列内総戟の反応、と比絞した。また，言語刺戟によ

る紙念形成や予期の限定をおこなれたとえば，まるい

ものを想像するような名詞，地球，月，円板などを教示

し，円図7緩や正方形を提示した。

強化試行をおこない形成した概念、や図式によって包摂

される性質をもっ図形と包摂されえない図形や予期しな

い図形にともなう反応値，とくにa波のような基礎的な

変動を観測するには，非常な慎重さを要する。たとえ，

推定に有利な資料が認められるにしても，コトパにおけ

る概念や予郊の規定と刺戟の規定との関係は多義的であ

り，従って概括的に整会，不議合言ピ仮定することは妥当

ではない。提示順序，刺戟間隔，被験者の反応傾向や多

くの統制しえぬ過程のうちにあって，推定すべき関連の

占める地位は甚だ弱い。ここにおいては，精神物理学的

測定の準則のみでなく，生体のより基礎的な反応傾向の

確率化による実験言十嵐やその反応僚におよぼす効果の算

定が必要である。系列JlliJ戟における当初試行への反応僚

の特異性は切らかであるが，反復にもとづく慣れの進行

と賦活の図婦の特有な傾向，光東i戟そのものの惹起する

原初的反応の効果など多くの不確定な状態が，検証すべ

き函数関係を覆うのである。

1-4 '65-裏一実毅私達は，刺戟系列化の条件を吟

味して， '65…夏一実験念総立てた。

実験の目的:刺戟の課長毒性は，実験条件にもとづく統

制因子，意図的態度によって，定立し，反応を支配しう

るか。すなわち，感覚モダリティ簡に課題化の比震の室長

を生ずる統制のもとで，反応、億の去をが規定されるか。こ

のため祝知覚の課題化と管刺戟などの局外刺戟に課題化

をなす試行の検討を要する。

刺戟系列の図式化による予澱度の高い系列車u戟群と異

常な結合をなす刺戟群における系列の意味づけの検討。

系列化合成立させる総合関係の概念性活動の検討。視覚

課題の解決は，先行経験の刺戟にたいする関係の合致度

に依存するが，とくに直前経験との関係は，ミ苦しい。反

復刺殺でなく，刺戟構造が兵なる移行をなす系列にあっ

ては，先行学習の概念の包摂力が効果をもつことはあり

-11-



うる。系列においては，おそらく，微小な予期，単発性

反応は強化され，志向の限定が強まる。形態が纏りに向

う系列と同一構成要素が纏りを逸脱する系列では，前者

の図式は強化され安定し，束。戟の穴長度は高い。刺戟系

列に共通する図形性を抽出しうる群とラ γダムな図形若手

においては，前者の共通モデノレは，若手内のf閤物問の差異

反応を低減する傾向がある。これらの課題について，解

決の反応操作を介入すると，行動系の祝知覚への効果は

ありうるか。

実験装置:概婆は資料豆-A(18実験室)に示すとお

りである。光学系シャッター裟援は AC100Vで動作

するパワーリレーを用いて，不透明白色プラスチック板

を動かす方式を採用し，自作した。このシャッターの欠

点は動作するときに大きい摩擦音が出て，それがブロッ

ク墜と共鳴してシーノレド室内に伝わることであった。

シャッターの on-offスイッチを電動タイマーに連絡

して， 電動タイマーと特殊な担レー(一度ある方向に動

作すると，反対方向に駆動電流を流すまではその状態を

保持する Fレー)を組み合せて， 正確に車lJ戟 on明。ffの
操作が出来るようにした。

)jilJ戟図形言ピ5x4cm2の窓を 15倒あけた

度経40cmの欽の円板に貼りつけて，円板

外周にV字型の講をほって，ラチェットで

定位霞に停止できるようにした。円板の窓

の下には透射用白色光源があり，上方には

反射用白色光源がある。刺戟図形に応じて

適合した光源を切換えて使用する。また，

当該刺戟図形以外の刺戟が遮断できるよう

に，光学系最終レγズのE霊前に矩形の絞り

を入れた。

後述の手続きに従って，被験者への教示

と音ホj戟およびシーノレド窓外実験者への操

作指示を2チャ γネノレテープレコーダーに

記録しておいて，すべての実験操作がすべ

ての被験者に対して均一であるように配慮

した。

事j戟条件:上の目的に適した4範隠の各

範畷4系列(ただし第4範隠は3系列)合

計15系列の刺戟を作成した。材料はケγ

ト紙に泉イ γク措き，もしくはグラフ用紙

に絹針で小子しをあげたものである。

各刺戟系列の一部分は第3-5図に示した

とおりである。各図板の大きさは60x50

mm2で，図形の大きさは約40x30mm2の

範屈にある。各東j戟系列の構成はつぎのよ

教育学部紀要第 18号

うである。各刺戟につけた記号の第1数字は範隠番号，

第2文字 (AとB)は同一範鴎内の別系統の刺戟系列の

符号， 第3文学 (XとQ)は系列内の規則性の有無ある

いは祝知覚系の仕事の水準を示す符号，第4数字は各系

列における刺戟図板の番号である。また系列についての

説明中の透射というのは関板の下方から光をあてて，図

板の孔を透過する光布霞を東j戟にしたものであり，反射

というのは図板の上方から光りをあてて，反射する光布

震まを刺戟にしたものを指す。

1AX. 点、々透射図形。魚および文字S。白色点と赤色

点の混合。

1AX1，1AX2。

1AQ. 点A透射図形。烏および文字Q。

1AQ1，lAQ2。

lBX. 線描き反射図形。三三角形複合図形。三角形の数

を数えさせる。三角形は単純に接合するだけで，比較

的容易に勘定することができる。

1 BX1， 1 BX2。
1BQ. 三角形の接合が複雑で、勘定が難しい。

t主1BXと同じ。
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一ι4巳...
.'司一 干".‘. . .一. ， 

一

~や一 . 一.イ干 . 

.‘、弓圃. ‘..' 
‘ ・ ・
ー・ ? ・・・・・
ー・ 一
一

.‘.'  u・・..，・-
1・・t 九日、.・e ・、

IAOI 

同

-
-
l
l
a
-
-
-
-

i
A
y
-
-

・・9
ι

.• •• .• •• .• 
• 
••• 
l・・・

1'

・・
i
e

・‘
.. ・ー

・・41
屋台・・

l

・h

・-

.

』

U.. 

t正.

.

 J
 

• 

.

.

.

 

-ぜ• 

.
 

隼.
.
 

-

.
-
.
.
.
.
.
 

.• ••• 
.

.

 

白

r

.

H

 

:
 

•. • 

:
 

•• •• •• • •.. 

:.a.3，i 

〆
111.Jj.L山守
.γ7.

一
V凶

-

i

・i
・・十

••• 
a

・

4
m
l

・

-

-

.. w
 

.I. 1

. 

IAXl 

1801 !日XI

2AX7 2AX 1 
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2 BX 1 

2 BX 6 

三〉
第3ω5限その2

2B01 

v 

2B03 

モL
2B06 

第ふ5限その3

視知覚の形成と褒送

2BX3 
1BQ 1， 1BQ2。

2AX. 線箔き反射図形。時計。 12時から

1持まで10分ごとに規創的に針が進む。

2AX1から 2AX7まで。

2AQ. 上と同じ。ただし 12時から 12持

30分， 2持， 4tl寺30分 8時， 12持30

分のように不規則に針が動いて最後に 1

特になる。

2AQ1から 2AQ7まで。

2BX. 線描き反射図形。 野球の場面。打者がボーノレ宏

打ってホームベースに入るまで通常の進行をする。

2BX 1カミら 2BX6まで、。

2BQ. 上と同じ。ただし遂行がでたらめで，途中で走

者がけんかをしたり，最後には投手のところで寝ころ

ず 究

んでしまう。

2BQ1から 2BQ6まで。

3AX. 線描き反射図形。曲線が総合して鳥の形が出来

上る。

3AX1から 3AX7まで。

3 A X 1 3A01 

ハ 「
3 A X 3 3 A 03 

Q
)
 

b 
3 A X 7 3A07 

第3-5国その4
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3AQ. 上に向じ。ただし 3AXと同じ曲

線が組み合わされて無意味図形が出来

る。

3AQlから 3AQ7まで。

3BX. 線摘き反射図形。複線が組み合わ

されて船の形が出来る。

3BXlカミら 3BX7まで、。

3BQ. 上と同じ。ただし 3BXと同じ夜

線が組み合わされて，無意味図形が出き

る。

3BQlから 3BQ7まで、。

4AX. 点、々 透射図形。 さまざまな寸法で

相互の関に規則性が高い閉じた四辺形。

4AXlから 4AX7まで。

4AQ. 上と同じ。ばらばらの四直線。各

直線が{乍る田辺7腕主開いていて，相互の

間の関連が不規則。

4AQ1から 4AQ7まで。

4B. 点々透t，t図形。 AhBoCkDuEdFaGiHの15図形。

計測条件:脳波用銀阪電援をベントナイト接表糊で頭

皮上に附着させる。電緩位

霞と総合せは第3-61Zlのと

おりである。電磁抵抗は11::

むをえない場合を除~ 10 

k.l.!以下になるように配慮

した。刺戟提示時間は脳波

記録上にマーカーで記録し

た。

被験者:男子大学生14

名。いずれも健康で矯正もしくは裸奴視力正常。 a波の

守Z均波高値50μV以上のものだけを多くの被験者若手の

中から選抜した。
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4AX 1 

実験手続:被験者の健康状態や視力および24時間以

内の生活の仕方を質問したあと，脳波電極を装着する。

シーノレド室内に誘導して，椅子に主任らせたあと，テスト

パタ γを援示して見やすい伎震と姿勢を調整する。 10分

間閉目安静な状態にあるよう教示してその関の脳波を記

録し，脳波の一般的特性と電極の安定度を検査し，向勝

に路順応を成立させる。被験者を際線させて反射方式に

よって?印の図形とそのあと×印の図形を主主せ，そのあ

と透射方式によって点々の?印と x籾を見せる。各図形

の待部配分は線描き?印30秒，以下上の綴にそれぞれ

30秒提示， 各図形の調停秘主5秒である。 これが本実験

に先立つ練潔試行となる。

被験者には， ?郊のつぎに出る刺戟，または刺戟系列

は規刻性の少ない図形であり x印のつぎに出る系列は

規則性がある図形であること，特に第1範隠の京j戟系列

では， ?印のあとはクリック音を無視してjtlJ戟布燈の中

の赤い点または三角形の数を勘定し x印のあとはクリ

ッF普の数を勘定する必要があることを教示する。

車tl戦提示のj阪と時潤配分はつぎのとおりである。

系列 1A: x-1AX1 (とり)…?-lAQ1(魚)ー×

1AX2 (文字 S)一?…1AQ2(文学 Q)。

系列1B(三角形):x-IBX1-?-IBQ1-x-1BX2 

ー ?-IBQ2o

x (または?)10秒提示， 5秒休11::，刺戟図形20秒

提示， 刺戟図形 onから 5秒あとにクリック音15

秒，図形と音が同時に offとなり 30秒休止。こ

の休止期にクリック音の数または赤い点(三角形〉

その5第3-5図

極'翠第3-6図

電極{立憲と誘導

チヤジヰ、ノレ Gl(-J G2C+) 日 的

1 2 1 線BR運動(水平方向〉

2 5 2 " く雪量陸方向〉
五 5 12 鶴頭部脳波

4 5 4 前頭一頭演関脇波

5 4 11 頭演郊脳波

自 B 12 省側主買部脳波

7 5 11 左ググ

B 5 6 左方倒'W草間脳波
9 7 8 ieお後E軍隊脳波
10 B 12 お後頭部脳波

11 7 11 友かグ

12 7 4 友後頭一頭演閲脳波

13 B 4 右か " 
f波) 玉g主主霊極@と⑫l土総合する。組合せば被験者の条件に応じて

若手の変更をしたこともある。
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祝知覚の形成と衰退

の数の報告を求める。

以下同じ手臓を系列の最後まで続ける。

系列 2A(時計):x印のあと 2AX1から 2AX2，3，4

のJI鼠に 2AX7まで提示。

系列 2AQ(符計):?印のあと 2AQ1からj二と筒様

に提示。

x (または?)10秒提示，各図形20秒提示.x (また

は?)とつぎの図形および図形相互の休止期間5秒。

系列 2AXのあと系列 2AQ。系列間関隔を利用し

て，テープレコーダーの指示に従って刺戟図形を準

備しそのあと提示時間を正確に合致させるため，電

動タイマーの始動点を調整した。系列間間隔は約30

秒。

系列 2AQのあと 5分間休止。被験者は開限。休止期

終了に先立ち被験者を開銀させて，つぎに出る図形

を見るように教示する。

系列 2BX(野球):2AXに同じ。

系列 2BQ(野球):2AQに向じ。

系列間間隔なども上に準ずる。

系列 3AX-3AQ(鳥):各刺戟図形10秒提示。図形間

休II二5秒。 3AX1からはじめて 3AX7に玉三り， そ

のまま 5秒の休止後 3AQ1を続け 3AQ7まで合

計 14刺戟図形な漆統して提示する。

系列 3BX-3BQ(船):系列 3AX-3AQに準ずる。

系列 3AX-3AQ

と系列 3BX-3BQの間隔は約30秒。 この間にjtiJ

戟系列の用意をする。

系列 4AX-4AQ(規則的四辺形系列と不規則系列):

各JtVJ戟図形10移提示。図形間休止5秒。 4AX1か

らはじめて4AX7に奈り， 5秒の休止後 4AQ1を

続け， 4AQ7まで合計14刺戟図形を漆続して提示

する。

系列 4B(概念化図形):A， h，などの刺戟図形を5秒

休止期をおいて 10秒提示。

結果と考察:脳波とくに後頭部α波が光東i戟に対する

浅葱状態と対応して減衰することは一応自拐のこととさ

れている O しかし実際の脳波記録を個人別に検討すると

α波の波高やa波活動のー速のリズムを構成する日波の

波数には棺当多様な変型がある。ただし，これらの変主主

相互の間には若干のカテゴリーに分類しうる規則投があ

り，これらを反応裂として分類し，その反応特性に何ら

かの法則性が認められる。しかし，分類基準は現段階で

はまだ十分に確定約ではない。したがってどの緩度の波

高領以下の減衰(逆に言うとどの程度以上の復活)がど

の穏度の長さ持続すれば，ある精神活動と対応があると

断定しうるのか。という問題は，いまのところ使笈的に

ある基準を定めて解決する以外に解決法がない。ただし

たった 1箆の日波よりもそれがいくつか連続したd リズ

ムのほうが，精神活動とより近接した対応をもっという

ことは十分ありそうなことである。 a波の持続のほうは

祝知覚の微視発生過程の言者研究から推しても， 大体200

msecから 300msecつまり d 波が2乃至3錨連結して

いれば，何らかの対応を精神活動との簡にもっと考える

ことができる。しかし，a波の波高値のほうはこのよう

な推定をする資料が乏しい。そういうわけで，私達は使

1l:上刺戟提示に先立つ無期j戦区間の日波の3箆の波の王子

均波高値を求め，その平均波高値の'/3以上の a波が出
現すれば一応日波の復活であると考えることにした。こ

のようにすると，ある刺戟が提示されてから上の意味で

の日波が再現するまでの時筒を求めることができる。し

かしこのような日波復活待問は有限のJtVJ戟提示時間内に

いつでも計測可能であるとL、うわけのものではなく，こ

の実験での20秒あるいは10秒間の東j戟提示時間内には

ついに a波の復活を5もないで終ることが少くない。この
ようなときには，日波復活ーを20秒ないし 10秒とするか

または別の計測方法をとることが必要きになる。そこで，

この実験では上述のような基準値の%の波高の日波が

ある長さ持続する長さ，つまり α波リズムの長さを計測

することにした。そして，このリズムを刺戟提示時間内

で最初に出て来たりズムに限定した。分析結果の一部を

第3-3表に示す。

第l範鴎つまりク担ック音の数または刺戟図形中の点

もしくは三角形の数の勘定を求めた各系列は，極めて明

確に視覚的注意と a波との関係を示している。

第2範犠つまワある事象の綾移を示す刺戟系列では，

通常の進行を示す系列と変った進行を示す系列相互の日

第3-3奇襲 各見事j事長系列の各図形ごと，および類

lAXl 

1AX2 

1BX1 

1BX2 

1X平均

1AQ1 

1AQ2 

1BQ1 

1BQ2 

1Q平均

似系列について各図形ごとの和の被
験者おのおのの健と被験者4人につ
いての平ー均僚を示す。数値は事j戟提
示中に復活した最初の日リズムの持
続待問。単位は秒。

その 1

被 重量 者
平

1 2 ヨ 4 

G D G 0.4 0.1 

自.3 G 5.8 2.0 2.3 

0.3 7.5 10目1 5.3 5.8 

0.3 3.5 1.4 2.9 2.0 

0.2 2.8 4.5 2.7 2.5 

D 。 。 。 。。 B 9 G 9 

D D 。 。 。。 。 ワ 。 Q 。 。 。 。 。

均

時 15司
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その2 3X平均五X1 。 1.6 1.9 0.7 1.1 

被' 駿 宥
平 均

2 五 4 
2 8 3.1 a 1.1 1.1 
五 。 0.7 1.1 1.3 0.8 

2AX1 0.6 。 。 0.8 0.4 4 0.3 0.4 自 0.2 0.2 

2 0.5 0.4 0.8 0.5 0.5 5 。 0.6 0.5 D 0.3 

5 。 1.3 1.0 3.8 1.5 B 自 0.7 1.3 G 0.5 

4 む 1.6 4.2 0.6 1.6 7 自 1.4 む D 0.4 

5 。 0.4 0.9 1.1 0.5 

自 1.0 1.1 0.4 0.4 0.7 その5
7 。 五日 自由 D 。‘9
2BX1 D 百 1.5 1.5 0.8 

被 験 容
平 均

1 2 5 4 

2 0.8 。 。 。 0.2 3AQ1 。 2.1 1.9 1.6 1.4 

5 0.5 。 3.2 。 0.9 2 G D 1.0 0.4 0.4 

4 0.6 0.3 3.5 2目9 1.8 3 。 0.7 2.3 0.7 0.9 

5 D a B 4.1 1.0 4 。 0.8 Q 5.1 1.5 

B 。 0.3 2.9 D 0.8 5 。 0.6 8 。 0.1 

B 。 0.3 8 。 0.8 
2X平均:2X1 0.3 。 0.8 1.2 0.6 7 。 0.4 D D 0.1 

2 0.7 自2 0.4 0.3 0.4 

5 0.3 0.7 2.1 1.9 1.2 3BQ1 。 1.7 0.9 5.1 L宮

4 0.3 1.0 3.9 1.8 1.8 2 。 。 0.3 1.9 0.6 
5 a 0.2 0.5 2.6 0.8 5 。 。 0.3 3.5 1.0 

6 0.5 0.7 1.7 0.2 0.8 4 。 0.7 1.4 4.7 1.7 

5 。 。 。 。 。
その3 B 。 G 0.6 。 0.2 

7 0.5 0.8 む G 0.3 
被 続 者

平 均
2 5 4 3Q平均:3Ql G 1.9 1.4 3.4 1.7 

2AQ1 。 1.5 1.3 0.6 0.8 2 自 B 0.7 1.2 0.5 

2 B 4.1 1.4 4.1 2.4 5 。 0.4 1.3 2.1 1.0 

3 自 0.8 。 0.4 0.3 4 B 0.8 0.7 4.9 1.6 

4 自 0.9 。ーヨ 1.7 0.9 5 。 o.苔 。 。 0.1 

5 D 2.6 。 0.5 0.8 B 。 0.2 0.3 。 0.1 

6 0.6 2.4 。 0.6 0.9 7 0.3 0.6 a 。 0.2 

7 。 2.2 0.6 自 0.7 

2BQ1 。 。 D 
その6

1.0 0.3 

2 D 。 0.9 D 0.2 

5 。 0.9 。 0.6 0.4 

被 総 者
'f- 均

2 5 4 

4 D 1.6 o.百 0.2 0.7 4AX1 。 0.5 0.6 。7 0.5 

5 。 1.8 B 0.2 0.5 2 。 2.4 。 1.8 1.1 

B 。 3.7 4.5 2.5 2.7 5 。 4.5 0.3 D 1.2 

2Q平均:2Q1 自 0.7 0.7 0.8 0.6 

2 。 2.0 1.2 2.1 1.3 
苔 。 0.9 。 0.5 0.4 
4 9 1.3 0.9 1.0 0.8 

5 9 2.2 。 0.4 0.7 

4 。 1.3 。 2.4 0.9 

5 。 4.6 D 2.6 1.8 

B 。 o.骨 。 0.3 0.3 
7 。 0.9 。 3.1 1.0 

4AX平均 D 2.2 0.1 1.5 1.0 

E 0.3 3.0 2.3 1.6 1.8 4AQ1 D 1.4 G G 0.4 

2 。 1.0 0.2 。 0.3 

その4 5 。 。 。 。 。
被 験 者

三F 均
2 5 4 

4 G 。 D G D 

5 B 0.6 2.0 1.0 0.9 

3AX1 B 。 2.9 1.1 1.0 

2 。 自 。 1.0 0.3 
5 D 0.6 1.5 2.6 1.2 

E D 。 1.8 。 0.5 

7 。 4.0 D D 1.0 
4AQ平均 。 1.0 0.6 0.1 0.4 

4 。 自 。 D 。
5 。 1.1 1.0 。 0.5 その7

B D 0.7 0.7 D 0.4 
7 。 1.7 。 D 0.4 

被 験 事雪
平 均2 5 

3BX1 。 3.2 0.8 0.3 1.1 

2 。 6.2 。 1.1 1.8 

5 。 0.9 0.6 自 0.4 

4 0.6 0.9 B 0.3 0.5 

5 。 G G B 。
B D 0.6 1.8 。 0.6 
7 G 1.1 9 。 0.3 

A B 3.1 。 。 0.8 

B 。 2.3 0.6 4.5 1.9 

C 0.3 4.1 1.2 5.4 2.8 

D 。 2.4 0.7 4.6 1.9 

E 。 4.8 D 4.2 2.2 

F 1.1 5.0 0.5 3.6 2.6 
G G 3.0 0.5 2.9 1.6 

H D 3.7 。 2.5 1.6 
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視知覚の形成と衰退

自文字の平均 0.2 3.6 0.4 五2 1.9 

h 。 2.4 1.5 0.9 1.2 

O 0.4 3.1 。.3 2.1 1.5 
k 。 1.9 。 0.5 0.7 
U 。 5.1 0.4 2‘2 1.9 

d D 2.2 0.8 。 0.8 
a B 。 D 1.7 0.4 
1 0.3 1.9 1.0 1.1 1.1 

7文字の平均 0.1 2.4 0.6 1.2 1.1 

波活動には著しい室長があるとはいえない。刺戟系列の中

間で通常の進行系列 (2X系列)より主異常な進行系列

(2Q系列)のz波活動が低下し，視覚的注意の水準が高

くなっているが，偲人差が華華しい。これは系列の進行と

いう刺戟文脈に着目するか俄々の刺戟筒形の独立した刺

戟価のほうに着目するかという視覚的注意の配分の特性

が大きい個人差をもつことを示す。

同様なことが第3範聖書つまりまとまりのある耳駄目の形

態に完成する刺戟系列を，まとまりのない形態に組み合

わされてゆく刺戟系列についても成り立つ。

第4範騰の4A系列では，系列のはじめと中間部分に

おいて，4AX系列つまり直線が構成する四辺形に規則

性がある系列と 4AQ系列つまりそのような刺戟図形相

互の規刻性がない系列のそれぞれの日波活動に援があ

る。これは刺戟系列の文脈的関連性が高い場合には，側

々の刺戟図形が文脈の中に位置づけられて独立性を失な

うことを示す。同じく 4B系列でも， ABC...の各文字

の中間に配震まされた hokudaiという文字の文脈が， AB 

Cーとし、う非常に強い文脈の効果のために maskされ.

{間々の文字が独立に知党されている傾向がJ!られる。

以上の実験結果は被験者の一部について触れたに過ぎ

ないので，これを一般化して刺戟布僚の特性と日波活動

の関係を言言及することには慎重である必要さがある o しか

しこのような部分的資料からで、もつぎのことは指摘でき

るでるろう。

①日波の減衰は注意して見るという生体…外部世界の

特殊な関係と対応している。これは今度の実験に限らず

よく観察されるつぎのような現象からも磯認することが

できる。われわれが使用しているドームの面にはいくつ

かの汚れやしみあるいは成形の工程で生じたきずがつい

ている。したがって切るい等賞光を投射した場合には，ド

ーム預のj二には表干の影の分布が生じている。しかし，

掬践した被験者に図形休止時に等質光を投射した場合に

は，あたかも踏視野で関限しているときと同じ日波活動

がみられる。

このようなことは，田波の減衰と対応するのは光刺戟

や形態刺戟が単にそこにあるということではなく，そこ

にあるあり方の特殊な様式であるということになる。特

殊な様式というのは，刺戟を感受する生体がその刺戟に

関係した広い意味での仕事をなさねばならないという刺

殺一生体関の関係のことである。この関係をわれわれは

刺戟場衝の課題性とよんでし、る。

@刺戟布置を感受する主主体の伊UJのいわば知覚的態度を

全部実験操作によって規定することは凶難である。それ

を可能にするためには通常の生浴場面に見られる具体的

事象ないし事物を用いるのを避けたほうが賢明である。

そして俄々の刺戟図形によって系列を構成し，その系列

によって文脈的規定を個々の刺戟図形に附与するのが適

当ではなかろうか。既知の事物や毒事象を表示する刺殺図

形は，それ自体の独立した)jl1J戟備を持ちやすく，それを

文脈によって統制することが難しいように怒われる。

実験は1， 11， mの 3 部にわかれ，ここに紹介した~

1部を基調にして，第百部では被験者が何かを袈解した

り判断したりした時に， keyを押して合図を笑験者に送

る，第E部ではその判断に対して実験者が常定あるいは

否定の正・負の強化信号を feed-backずる， という変

更を手続上に加えたものである。それとともに刺戟系列

の課題解決の条件を稜々設定した。たとえば設諮)jl1J車えに

よって概念図式的予期を被験者に生じさせたあと，それ

に整会あるいは不整合刺戟を投射するとか，あるモデル

図形を記憶させておいて， )jl1J戟系列中からモデルに適合

するものを選択させる，などの)jl1J戟系列を附加した。

こうした一連の突験で私達が痛感したことは，脳波波

形の分析の規格化の必要性である。分析対象を日波に限

定して行なう場合でも，前述のような任意の判断が介入

しやすい視察に依存する分析方法に頼ることは，資料の

客観性という点、で難点があり，また長時間の記録の分析

には多くの入手と時簡を姿ずる。分析が一定の基準によ

って全資料についてメカニカルに行なわれ，かつまたそ

の結果が即時的に表示される必要がある。目前波は時系列

事象であり，時々刻々の変動が数量化されれば，より力動

的な生き生きした分析と解釈が可能になる。このような

わけで、，日波の波高値のT!P時分析と数量化およびその問
時記録， もしくは少くとも一定の波高値以上の日波(も

しくは任意の波形)の存否を示すパノレスを生じうる分析

器の製作の検討を開始した。

1 5， '66一秋一実験

1 6， '66-冬一実験

1 7， '67一春…実験

脳波分析法については，波動の周波数を分析する方式

と部位間の波動の時間性，位相違潟を表示する方式が行

われている。基本的には， Fourierの定理にもとづくIE

弦波による合成の近似として活動波形をとらえる調和解

ヴ
a
τ
，
A-
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析法に従うものである。私達は，今日，工夫されつつある

分析装置な検討し，とくに，自己相関計 auto-correlator，

相互相関計 cross-correlator，位相関係の分析としての

toposcopeの方式，工程について勘考し， もっとも，

現実的に利点のあるものとして， Walter裂のband-pass

analyser ~ピ基礎として，各帯域の入力を，必要に応じて

定めうる基準波高{獲を越すか否かで区分して，この信号

を， AD変換によってノ勺レスで表示する方式を勘案し

た。装霞製作は， 日本光電工業に委鱗し，同社の一帯域ス

ベクトノレ分析器をもとにして，設計し作製した。これは

任意の周波数帯域の 4帯域の脳波を対象としうる O 当時

は， 第1チャ γネノレと第2チャンネノレに， それぞれh

h β の帯域を用いた。引は，日液中の遅い成分 8~

10.5 c/s， azは， 速い成分1O.5~13c/sの分析をし，波

高値が，設定した基準値を越すと上向きのパノレス，それ

以下の一定値までは下向きのパノレスを発出するようにし

た。

'66一秋一実験は，この分析器の動作状態を吟味するた

めに行なった。

分析法は， ij話波の複雑な絞過をたどるには，なお貧弱

な信頼性の低い計測操作であるに過ぎない。しかし，対

象を α波の推移にしぼると，たとえ，現象の定常性の仮

定に阻節するとしても， Fourier解析の妥当し易い局面

をもつのである。私達は，パルス変換という方面各を用い

たのは，分析器に過大の仕事を要求せずに，よワ多元的

な計測は， より大裂の computorを用い， それに結び

つける基礎をつくるためで、あった。それとともに，日波

の水準が，より刻拐な仕方で『追求する必要を認めたため

である。検討の結果，日1と日2ii.，帯域区分の明確度

が低く， 1O~1l c/s近くの波形は，両者に入力を生ずる

ことが判明した。

'66-冬， '67一春一実験では， ともに， 被験者の多く

を精神薄弱児にとり，祝ー聴覚刺戟にたいする定位反射

の発混と消去の過程を観測した。一般に，精神薄弱児は

刺戟に対する也窓度が低く，課題化は不安定であるが，

それにもかかわらず反応の安定度は潟くない。赤外線と

光電管による指尖脈波計をトランスデュ…サーとして，

血流量を測定したが，脳波百十の紙送り速度と時定数のオ

ダーが不適当で，現象に頭数関係を見出すことはでき

なかった。健常な高等学校生徒を統制群とした。

'67一春一実験，において，とくに外国性精神薄弱児を

対象として，精神診断法の一環として， Bender-Gestalt， 

WISC，運動能テストなどのテスト・パッテ Pィの組合

わせのもとで，脳波を検討した。

ト8 '67-裏一実数料戟が課題化する起因としての

差異とはなにか。どのような事態を通じて，視知覚は発

動するか。検知される差異は，認知と対象関の関係に依

存し，知覚する刺戟構造の総体との関係で関僚が定まる 0

)jllJ戟間の差異の知覚は， Weberの法則が妥当するが，

本来，差異検出は，先行経験にもとづく認知の準備態の

刺戟との接触における整会度によって決定されるのであ

る。

すでに， Sokolov. E. N (1963)1)は，条件反射学の資

料をもととして，主主位反射が刺戟の質と強度に特兵的で

ないとし，その消去は，反復刻戟の性質により選択的で

あることを指摘した。 Berlyne.D. E.‘et al (1965)めは

務藤動閣の解除を主主とする認知論によって，新奇性への

反応を照査変数 collativevariablesの分析として報告

している。

両者の立場は，私達の研究に関連をもち，その資料と

知見に位霞をあたえなければならない。私達の資料の解

釈からは，定位反射は，刺戟提示にともなう当初の銀特

間反応 initialpart of responseの解析に適し，照査変

数の分析は，祝女D党の概念化過程としての，より長時間

持続する反応 persistentpart of responseの考察に適

するようであった。

両者の実験条件は，活動時間の分析に難点、が存し，刺

戟への反応の推移を，刺戟操作に即しながら比絞分析し

難い。

'65ー夏一実験において，提示期j戦を系列化して，系列

による集約と共通演の発生が，刺事長反応の定常化を招来

する問題を検討したが，系列の効果は，仮説を検証する

に足るまでにはいたらず，多義的な解釈を許すものであ

った。むしろ，変化を明確に操作して，差異反応を分析

するため， 2~3段変化をする最小系列が有効であろう。

系列)jllJ戟の系列結合性と異なる性質の変化を導入して
前段階から後段階の移行をあたえる。前段階から後段階

にいたる移行には，同じものから意味関連の程度に応じ

て，殆んど無関係なものにいたるまで，多くの脈絡があ

りうる。

実験仮説:

1) 差異反応は，刺戟の変化自体に起因するが，反応

の強さは課題構造との関係において定まる。刺戟間の差

奥そのものではなくて，課題化する)jllJ戟構造にたし、する

1) Sokolov， E. N. Perception and the conditioned 

reflex. Pergamon Pr.， 1963. 

2) Berlyne， D. E.， and McDonnell， P. Effects of 

stimulus complexity and incogruity on duration of 

EEG desynchronization. EEG. clin. Neurophysiol.， 

1965， 18， 156-161. 
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3-7留のような刺戟投射装援を製作した。九の上には

2枚の透明アクリノレ板を蚤ねて， 1ごを関定して上の板だ

けを一定距離だけ動かすことができる。動いたことがマ

イFロスイッチ MSで、脳波形マーカ一回路に伝えられ

る。 九の上にも透明アクリノレ板を回定し， P2'の位霞ま

で動かすと，アクリノレ板上の刺戟図形が光執から外れる o

h と九を立YJ目すると，九上の京j戟図形と P2上のそ
れの合成(あるいは削除)ができる。九の動きも MS

で脳波計マーカー閉路に伝えられる。らとらは Fレ

ーで切り換え可能で， また S，は2台のスライダックで

電圧を燐時に切換えて，その輝度を変えることができる。

窓 H，と H2の寸法は80x60mm2，アクリノレ板の寸法

は200x 150 mm2，浮さ 5mmである。 アクリノレ板上の

刺戟図形はらによって透射式で投射することも，らに

よって反射式で、投射することもできる。

刺戟条件 Session1から Sessionmま
での合計17系列の判戟を作成した。その

中の表予を第3-8図に示す。図の中の番号

は系列の説明のために任意に附したもので

提示j阪を示すものではない。

Session 1.すべて透射式で投射。

第1系列:No.4 (矩形)安 10秒間提示

する。その途中で不透明体を光事自に複

角によぎるよう短時間動かして影を走

らせる。このあと， No.4をとり去り

No.1 (鳥の点々図形)を 10秒間提示

する。そのあと再びNo.4を提示する。

以下各Session各刺戟系列の提示時間

は，とくに断わらない限り，第1図形，

第2図形ともにそれぞれ10秒間で，

両者は切れ院なしに交替する。第3図

形として再度第1図形を提示する場合

には 10秒以下のこともある。!liIJ車主主奇

形を何段階かにわけて移動させる場合

札各段階にとどまる時間は10秒で、

ある。

第2系列:点、々図形のこどもを措いた

No.2を提示し， J二と同じように彩を

走らせる。そのあと No.2をとり去

り， No.2と全く同形(こども)を提

示し， さらに蒋び復帰して No.2を

提示する。

第3系列:No. 2を提示し，これについ

で No.2をとり去り， これと輪廓線

と仕様がひとしく構成の細部の粉遼に

視知覚の形成と衰退

差異の関係による。

2) 課題性は， 刺戦構造の凝集度の高さに相関し，図

における変化は地における変化よりも差異検知は高い。

室長兵は，図化する。

3) 差異反応は， 変動の予嬬可能性の治大によって低

下する。

4) 慈異反応は，見方の変化自体にも起因するが， 刺

戟変動を伴わない差異反応は局部的である。

5) 刺戟の絡会において， 穴長度の高さと去を兵反応の

強さは逆相関する。

以上の実験仮説の検証実験を昭和42年7月に実施。

実験装置:装畿の概要きは実験室資料 OB実験室)に示
したとおりである。光学系のシャッターの発生する音響

を少くするためと，事i戟布援を連続的に変化せしめて，

刺殺変化時に輝度変化を生じないようにするために， 2お

riJs， オ::>L，d 

Ji 
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第3-7邸刺戟投射装霊童

台板の怒 H2 : 可動板の窓
レンズ M: 反射用fii気鋭
マーカ一周マイク口スイッチ (P，上の刺戟~

板を定位するのにも利殿

水平に動く事j戟図絞をのせる台桜

上下に動く京j戟殴板をのせる板

P2 'a"上にあげた位震

透射用光線 S2 : 反射用光源

nu 
句よ

H，: 
L" L2 : 
MS: 

1

2

F

Z

 

P

P
九

S



より形態の差異を生ずる図形

No.3 (点々図形のお化け)を

提示する。最後に再び No.2

を提示する。

教育学部紀要第 18号

Session II.すべて透射式で投

射。

第1系列:No.6 (三角形)を提

示。 10秒たったならば No.7

(を倒立三角形)を No.6に重

ねて No.8(星i]j)にする oつ

いで No.7をとり去り，再度

No.6にする。

第2系列:No.4を提示し，そ

のあと No.4~とずらしてNo.5

(木の校のようなものが矩形

の中に出来る)にする。その

あと再び No.4を援示。

第3系列:No.9 (顔の半分)を

提示し，そのあと No.10(顔

の全体)を提示する。順序を

逆転した試行を比較実験とし

ておこなった。

第4系列 No.ll(顔の半分に

似たパイオリンの半分)を提

示し，そのあとで No.12(パ

イオリンの全体)を援示する。

そして順序の逆転した試行を

比較した。

第5系列:左右にはなれた兵隊

2人が次第に接近する。接近

は段階的で第2段階で中程ま

で近より，第3段階で No.14

のようになる。

第6系列:左右に樹木がある。

第2段階でそれが中程まで接

近する。第3段階で No.13

のように図 地反転が生じて

the nudeが見える。

Session III. 透射式と反射式を

併用して投射。

第1系列:反射式で No.16併合

の形)を提示し， 10秒間提示

のあと光源を切換えて透射式

にして影絵の No・17(船の形)

を提示する。
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'67一変一実試に用いた刺戟図形の一部。大部分は明るい

地iこ影絵となって見える。 No.1~No.3 のような点々図

形は踏い地の中に明るい小光点による形態が見える。
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祝知覚の形成と衰退

銭。2系列:上と悶様にして汽車の図形を提示し，その

あと形のはっきりしない影絵を提示する。

第3系列:上と向様。女性の顔を提示し，そのあと形

のはっきりしない彩絵を出す。

第4系列魚の前主幹部分を提示し， そのあと 10秒た

ったら魚の後三幹部分を提示して，魚全体の形にする。

この系列以降は透射式。

第5系列:No.15 (犬の前半部分)を提示し，そのあと

賂がさそりになった犬の後半身を提示して，さそり

のFさのある犬の形を示す。 Berlyneの collative

propertyをより明確に操作した系列。

第6系列:不透明な泉地に透明な直線のある No.21

のj二に向様な No.19をおいて左右に動かす。そう

すると切るい2簡の光点が上下に規則的に動く。 10

秒間静止光点を提示し， つぎの 10秒間何回か上下

に移動させたあと+印を 10秒間提示する。 これは

空間布援の複雑性を時間軸上の複雑性に置換した系

列。

第7系列:上と向様， No.21の上に No.20を移動さ

せる。静止した2点が見えたあと 2笥の光点がパラ

パラに動く。最後に÷印を出す。

第8系列:2枚の図形を主主ねて No.18のような図形

を作る。上{測の図板を動かすと黒い円が切るい通路

の中を移動する。 3段階に移動させて，垂直におち

る通路の手前で停止させ，下に落ちるかと窓、わせて

左端に通り抜けてしまう o

第9系列:正方形を 10秒間ずつ5回提示する。

第10系列:第9系列と向じようにして円形を提示す

る。ただし5回目に内のかわりに矢印を提示する。

刺戟作成材料は前述

のアクリノレ樹路透明板

とケント紙またはグラ

ブ用紙。線描き図形は

泉インク，点々図形は

絹針で孔をあけて製作

した。図形の寸法は，

30x20mm2，被験者の

60cm前方スクリーン

上の{象は約 300x 200 

町lm20

計測条件:脳波電極

の伎震と毒事出方法は第

3-9図に示したとおり

である。このほか，左

手挙と左栂指の爪に

第3-9図脳波電極の位震

と導出方法。

①@:前頭，①:頭演，①

①:左右側頭，①①左右

後頭， @@:友右王手楽。毒事

出に附した数字は脳波計入

力チャ γネノレ番号。

GSRの電機をつけ，入力箱23と24に接続し第13チャ

ンネノレで復位法 GSRを記録。分析器チャ γネノレ A は

第5チャ γネノレ脳波出力を， チャンネノレ Bは第3チャ

γネノレ脳波出力をそれぞれ分析する。スライスレベノレを

調整し 12μVをこす脳波に対し上向きパノレスが出るよ

うにする。分事IT器 A チャシネノレ的 α2sおよび B チ

ャγネノレ a1a2 ß をそれぞれ脳波計の第 7~第 12 チャ

ンネノレの DC入カに入れて同時記録する。昔話j戟図形の

on-offと変化をマーカー用チャ γネノレで表示するo

脳波言十の利得は絞球運動用第1チャ γ ネノレおよび

GSR用第13チャンネノレを除いて， 50μV入力でベンの

振れが7mmになるように務整ずる。なお，この実験の

4四百以降は，分析器のスライス回路を改良し 4;帯域

のスライスレベノレをおのおの独立に設定で、きるようにし

た。

被験者:北海道大学男子学生17名。裸限または矯lE

祝力正常，健康。 α波波高伎の王子均はまちまちで， JliiJ戟

提示の経過にともない 12μV以上の a波が出現しやす

い傾向のものは10名， 12μV以上の α波が乏しいもの

7名であった。

実験手続:脳波用電極の装着からシ…ノレド室の総子に

坐るまでの手続きは '65一春一実験に準ずる。約15分間

にわたって，防限ののち隠限させ安静にさせて碕順応に

いたらせ，若子のテストをおこない，刺戟受容の態度を

とらせてから， Session 1の第1系列から前述の刺戟系

列の)1僚に刺戟図形を提示した。

刺戟図形を姑りつけたアグリル板を第3マ図の台板

九の上に国定し，水平移動図%のときはその上にスラ

イドする図形を貼ったアクリノレ板をのせる。この可動板

にはj二縁に半円形の凹みをつけておいて，戸ーラーのつ

いたマイクロスイッチのローラーがそこにはまり込むよ

うにして，可動板の定位涯を決め向時にマーカー信号を

出せるようにする。これはすべての刺戟図形について爾

一的にすることは出来ないので，出みの位置はそれぞれ

のJliiJ戟図形を一枚ずつ現物会わせをしながら決定した。

上下可動板九には， P1に濁定した刺戟図形との位

震関係をその都度調整して，可動刺戟図形を国定した。

P2をP2'までの移動は手で持ち上げる手動式であるが，

スクリーン頭上には鮮明な像、が俄かに消失(逆の移動の

ときは俄かに出現)するように見えるので， 移動による

光刺戟の乱れは無視しうる程度であった。これはレγズ

L2が開放状態のため， 焦点深度が浅くなっていること

による。

{図々の刺戟図形の提示JI僚と持間関係はすでにJliiJ戟条件

の褒で『示したとおり。

自 21四
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東日戟図形交換時には白色プラスチック板で作ったシャ

ッターを隣じることにした。このシャッターは映像光遮

断と同時に弱い等質光をスクリー γ上に拡散投射する役

院を采たす。

実験開始に先立ち，被験者には強く凝視する必要はな

いができるだけ興味をもってスグリーγj二の映像を注視

することと，特別の指示以外には間限したりス119-γ

から自をそらしたりしないこと，および身体，ことに頭

部を動かさないでほしい旨の教示をした。

結果と考察:結果の吟味は多面的になしうるが，ここ

ではo波が比較的よく出る 10名の被験者を中心にして，

つぎのような計測方法で分析を行なう。波高{渡辺μV以

上のパノレスに限定するとパルス数が少し比較と吟味に

限定をうけるので， 12μV以上をスライスしている分析

器出力の下向きのパルスの数を， 事j戟提示後の 10秒間

を1秒区間に区切り，各区間ごとに勘定する。この下向

きパルスはほぼ8μVまたは10μV程度と考えられる

ので，ここでは10μV以上の波高値の α波数を算定し

たことになる。 a 波の波高伎の各範囲たとえば 5~6μV

以下， 10μV以上， 12μV以上等にの各々が視知覚活

動水準をいかに対応するかについては，精主管な検討を必

要とする。この実験では吟味によれば， 5~6μV 以下の

α波は視空目覚活動に対して特築的な関係合もたない。た

だしこの低い波高の α波といえども，いわゆる定位反射

時つまり初期反応としては減衰を示す傾向があるので，

視知覚活動と独立に推移するものではない。 7~8μV の

日波も被験者によっては上と同じ傾向を示す。このよう

第3-4表各車Jj戟系列ごとの，各1秒区間ごとの

波高値10μV以上の a波の数を示す。

各値は上の区間における各被験者 (n)

の合計値である。

のと り 17 7 15 25 24 18 
1 1 ~ 

J!i 1 24 22 33 41 39 32 

n 

10 

10 

10 

も 1713 17 12 20 16 16 16 23 17 25 19 1 10 
も 2910 21 23 29 22 32 36 24 40 37 34 1 10 
も 8 17 23 32 31 22 41 2日*18*3*10*-1 9 

も 1316 32 29 25 23 21 26 19 27 30 25 10 
It 30 15 22 17 18 20 27 26 20 19 37 26 10 
も 8 17 19 11 3017 39 28 27内ア空ポー 10 

角形 20 19 27 27 26 24 31 26 28 s 
E呈 形 21 22 21 27 26 23 21212627 9 
角形 20 19 27 3告3829 25* 5*21*12水16*- B 

~I 知 形勾 2415 31幻 31 24 35 28 22 28 10 
の中に木の形 1619 15 16 19 17 15 26 26 35 37 28 10 
2 1 ~世 23 23 24 21 36勺が19'ポ2伊18*ー 10 

125451平均51|878916G-平1均01 n 

~I 顔の半分 !1291叩山…01
号鎮の全部 1622 18 22 21 20 1 36 23 19 20 18 23 1 7 

~I 顔の全部 110914141011| 山 91119152毅の半分 6 6 5 10 7 7 1 10 6 4 8 14 8 1 3 

ll-
ミイオヲ yの 11 14 12 8 9 11 1 14 14 7 18 16 14 1 7 全部

~I パイオ PL富 |767576l8105151418lz
パイオ3半Y分の 2 3 7 12 4 6 1 10 15 5 5 4 8 1 3 

m肌山一………1μ川山一…4口川山…2お肌2619引印1叩9
の 2 19 14 23 29 27 22 1 25 13 11 6*7*(16)1 10 
5 1 3 12 9 17 23 15 15 1 19 22 28 24 16球(23)110 

車111][桜木の接近1 26 28 20 22 19 23 14 31 27 21 27 24 10 
2 202017 21 21 20 7*18*12*11*16*(13) 10 

の
5泳2 17 20 9 19 20 17 5 9 9 14 10 14 11 

8 
ヨ*吉 20 10 16 16 12 15 6 10 16 15 8 11 5 

重 日き船 lg-s叶m-2%115の 彩絵の船 3215 18 19 37 24 1 23 38 48 45 4少(39)110 1 

董 i 線郊肘一き削刊i汽『噛寸率( … 18 2初m叶口o1 
戟 2 形しのなはいつ彩胆主り 29 10 28 24 31 24 1 29 29 20 20'匂判的 10 
重|附挫の i201928…|一一 i10
の はいっ形のき影り絵かしおな 32 17 22 24 33 26 1 28 24 15 21 21 22 1 10 

;1魚の前半分 l19… 15ヤー 2928110
?魚の全体 2215 28 26 22 23 1 34 26 33 27伊側 10

系 E寸!ド犬の爾一刊半特叶分つ|… 3 1ロ引叶2れ1
つきそいたりの犬尽の 19 12 13 15 18 15 1 18 22 24 23 15 20 1 10 

藍| 鯵…止吋光 点γ!「「1持3 8 1μ4 自…1沼引川「寸汁5引刊「寸寸1口17γ11rア|「「5沼……2口山山…24山山4口ω22の規則的移動 2229 35 22 32 28 1 18 25 35 44 35 31 1 9 
B 十 印 2622 23 35 44 30 1 35 37 16匂伊20*-1 9 

Eつ(静一止吋光 点γナ「|「「r「1玲別1817引817口……7刊川……1口山山1日げ1げ7
列の不規員tlな移動 3220 41 24 23 28 1 15 17 23 22 13 18 1 9 
71+ 印 2110 45 41 38 31 1 43 35 45 45 49 43 1 9 

迷路:球の位霞114 10 13 9 8 11 21 18 6 13 15 15 10 
葺 2 9 16 15 10 13 13 1620 9欲12*16*- 10 

の 5 9 9 18 21 20 15 13 10 13 17 14 13 10 

4 1 10 12 13 31 18 17 11 5 13 9 14 10 10 
8 5 6 17 16 21 24 17 24 22 15'門性17*- 10 

6 1 11 8 9 16 18 12 19 29 17 28 17 22 10 

正方形 1 1 28 21 19 25 17 22 13 10 23 25 31 20 7 
E 2 23 9 15 16 16 16 14 15 20 27 21 19 7 

の 3 1 14 10 27 33 26 22 27 16 22 16 21 20 7 

§ 
4 3 7 4 24 21 12 16272併がポー 7 
5 1 15 21 30 20 30 23 31 19*17*13* 8米一 7 

内 1 1 15 12 22 29 33 22 26 14 25 15 11 18 7 
車 2 1 17 13 13 16 26 17 21 20 25 19 35 24 7 

の 3 1 19 18 23 19 22 20 28 23 21匂伊19*ー 7 
10 

4 2 18 17 26 24 17 34 37 2が21*15*ー 7 
矢印 13 19 23 30 27 22 15 32 22 20 14 21 7 

各・ 当該区間を欠除する被験者が2名以上ある。

欠i徐が1名のときは推定鐙を記入。 2名以上の

ときは， n-2の{複をそのまま記入してある。

ち nudeに気付いたものの反応催。

ち nudeに気付かなかったものの反応値。

( )の平均値は概数を示す。
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めて， 系列の提示11鼠にプロットすると， 第3-10図のよ

うになる。 この図によれば Session1の第1系列から

Session IIの第1系列までは系列提示に対する全般的な

渡れが進行し，そのあとは終り近くの3組の系列に奈る

まで、は安定した反応傾向が続いているといえる。

従来の知免では定位反射は]¥llJ戦の変化そのものに対し

て発現するものと考えられるので Session1で事j戟図

形提示中に何度か光軌をよこぎる最長を作ってみたが，明

確な a波の減哀を主主じるにはささらなかった。これは定刻

反射が刺戟変化に無差別に生じるものではな

しすくなくともある強度以上の定位反射は，

変化が生じた時点およびそれに先行する時点に

おける刺戟構造，あるいは見事j戟文脈の中に意味

関係をもっ変化に対して生じることを踏示す

る。

各刺戟系列のはじめの部分が提示され，その

後それに継続する部分が提示される場合にはつ

ぎのことが生じる。始めの部分によって形成さ

れた概念化作用の遂行と，それによる予期が形

成され，後続する部分がそれと整合するか杏か

によって視知覚活動水準の相違が生じ，差異性

が大きいときは脳波の a波成分の量が減衰す

る。 これを検討するために， 2種類の刺戟図形

を対として提示した中の始めの図形の第2の5

秒区間の平均伎と，あとの図形の第1の5秒区

間の平均値との主義を求めて，その結果を第シ11

図に示す。

刺戟系列中で類似した系列つまり， (1の 1，

Iの3，IIの1，IIの 2)，(IIの 3と IIIの

4)および (IIの 4とIIIのめをひとまとめ

にして，提示時間の経過にともなう乎均a波数

の変動を示すと第3-12図，第3-13図および第

3-14図のようになる。 また第3-12図の参照系

列として，東j戟系列 Iの 2の向様な変動傾向

を第3-15閣に示してある。系列 (1の 1，1の

3， IIの 1，IIの 2)および系列 Iの 2の平

均日波数の変化曲線には 2鎗の変化点のあと

視知覚の形成と衰退

なことで，私達はほぼ 8~10μV 以上の日波が，祝知覚

活動と比較的よく関連して変動すると認める。

各東j戟系列ごとの日波量を第3-4表に示す。

多くの総事長系列を同一実験時間(約90分)内に継時提

示する際には，刺戟系列の提示という基礎的な実験手続

きのあり方そのものに慣れが生じる可能性がある。これ

る検討するために Session1の第1系列のはじめの5

秒間に出現した日波数の秒当り，被験者当りの平均伎を

求め，以下同様にして各 Session各系列の当該値を求

3.0 
平
均
σ2.0 
{'1~ 

数
1.0 

1 II lli 
のの の
123 1 234 5 6 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ID 

経示/1闘に西日列した車IJ紋系列

東j戟系列の継時的提示にともなう慣れの

経過を示す。

平均日波数というのは，各刺戟系列におけるはじめの5秒

間の1秒E玄関当りの被験者ごとの波高10μV以上の日波

の数である。仮し IIの3と IIの4は nヱヱ?の健である。

第3-10図

θ
 

2 

α波数の鐙

2 t十)

Iの1(綴形→とり)

Iの2(こども→こども)

Iの3(こども叶お化け)

Eの1(三角形→長形)

Hの2(綬形→中に木)

Eの3(か:f.i半分→かお全部)

Eの4(バイオリン半分→バイオリン全部)

湿の4(魚半分→祭、会部)

第3…12B惑のクラブ上の各点を
示す数鍍表。記号 A，Bは第
3-12図の説明に同じ。

第3-5表
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刺戟系列中の対となる刺戟図形の第1図形の

第2の5秒区間の平均四波数から，第2図形

の第1の5秒区間の平均百波数を引いた伎の

被験者についての平均値。

プラスの僚は第2図形の日波数が第1図形の

g 波数よりも小さいことを示す。

邸の 5(犬半分→変な犬)

第 3-11~
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第3-13図

変
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第3-14図
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第3-15図

変
化
点

提示時間(秒)
変
化
点

第 3-12~第 3-15 図複数の刺戟系列 (1 の 1 ， 1の3，IIの 1，IIの 2)
(IIの 3，IIIの 4)，および (IIの 4，IIIの 5)の( )の中の系
列同志をひとまとめにして， 秒区間ごとの被験者当りの日波数の
平均の，各系列当りの平均値を示す。単独系列 Iの2についても
上と同じである。各図中， A，B，とあるのは各10秒ないし5秒間
に提示した図形の奥向を示す便宜との記号。変化点とあるのはそ
の時点で図形をとりかえる装援が動作し，図形が A から Bに，
あるいは A から同じ A になったことを示す。
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5 

に定位反射による明確な切れ込みが

ある。系列 Iの 2においては，こ

の定位反射のあと日波数が比較的急

速に増加する。第2変化点、のあとの

A 増加傾向は第1変化点のあとの増加

傾向と等しく，ほぼ2秒間に田波が

11簡の割合で、増加している。同じよ

うな増加塁手の増加傾向は系列 (1の

し Iの 3，IIの 1，IIの 2)の第

2変化点のあとや， 系列 (IIの 4，

IIIの 5)の変化点の前に認められ

る。つまり，この増加傾向は，刺戟

図形がそれ以前に提示されたものと

同ーかまたは類毅性が高く， JIi1J戟情

報の処理が関有の形式によって行な

われていることを示すという見込み

もできる。勿論，室長本傾向それ自休

は，きわめて複雑な活動によって成

立つ過程で，法刻化はrn難であるが，
このような。波数の犠加傾向を，仮

りに日波数増大の国有i傾向とよぶこ

とにするο とすれば，相互に時照的

に接続する 2積の刺戟図形のあとの

ほうが，前の図形と比較して差異情

報に乏しい(つまり相互に似ている)

ほど，あとの図形に対する a波数の

増加が固有傾向に近づく，と考えて

よL、。

A 

このような基準をたてて判断する

限りでは， JIi1J戟系列ほの 1，1の

3， IIの 1，IIの 2)は平均した傾

向(第3-12図)においても個々の系

列においても，各系列を構成する第

2図形が第1図形に対して差異情報

を有する，と考えることができる。

系列 (IIの 3，IIIの 4)(第3-13

I}'SJ)の変化点以降における日波数の

増加傾向は国有傾向に近いとは言え

ず，ヒトの顔や魚の半分を描いた模

式図に対して，それらが完成した模

式図にはやはりある程度の差異情報

が含まれていることが判る。しかし

系列仰の4)耳目ち前段階は多義性を

もちバイオリ γの半分でもあり顔の

半分でもありえて，前回提示の顔半



視知覚の形成と衰退

Eの5(兵士の接近)

3

2

1

 

平
均

α
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数

5 10 

提示時間(秒)

Eの6(鈴木の接近)

ー

'
変
化
点

5 10 

臨覗繍(秒)

第3-16図刺戟系列 IIの 5(兵士の接近):および系列 IIの 6(樹木の接近)の第2段階の

一部から第3段階に変化するときの平均日波数を示す。平均日波数は毎秒区間ご

との被験者当りの乎均値。 IIの 6では，第2段階の提示時間が全被験者に斉ー

ではないので，第3段階への変化時点から逆に5秒さかのぼって計算したもので

ある。それゆえ，この数値は第3-4表とは一致しない。

分一顔全体の経験によって顔の予期図式が

解発されやすい状態のあとにノミイオリ γ全

体が続く系列，および (IIIのめすなわち

Berlyneの照査特性が指摘する本来的に存
平 3

在ずるイヌの概念に不適合な反自然的全体 均

が継起する系列(第3-14図)に比絞すれば 品2
d 波数の平均水準が高く，このことから後 数 l

者の系列における対となる刺戟図形のあと

の図形は，前の図形に対してより大きい差

異情報をもっと言いうる。

刺戟系列 IIの 5(兵士の接近)および

IIの 6(;樹木の接近)の比較を第3-16図に 第シ17図

示す。 IIの 6では第3段階あるいは第2

段階で thenudeに気づ、いた被験者5名と

気づかない被験者5名にわかれたので，こ

の両者の王子均四波数を比較することができ

る。気づいた群で、は変化点のあとに平均百波数が減少し

ているが，変化後4秒以降および変化点以前には，前に

触れた日波増大の国有傾向を示している。これに反して

気づいていない群では，王子均百波数の増減が比較的不規

貝せである。 系列 IIの 5よりも IIの 6のほうが国有

傾向が明礁に認められるのは， IIの 6の車u戟情報の処
理が IIの5における処理様式のくり返しであることに

よるのであろう。気づかない若干の平均a波数が慣れの鋲

向を示していないのは，接近して複雑な図柄となった樹

木の細部に注意を向けているためで、あり，気づいた群で

はこのような総部におよぶ注視宏省いて，視線が視野中

心にE認定されていたために，前述のような慣れの傾向を

示し，結果的に thenudeを見つけやすいことになった

-5
変
化
点

10 

提示時間(秒)

毎秒区間ごとの被験者1人当りの刺戟系列 IIIの 2

(汽王手)と IIIの 3(女性のかお)それぞれの平均百波

数の平均僚，および IIIの 1(船)の平均 a波数。は

じめの10秒間は反射方式による投射で，変化点以降

は透射方式による投射である。

のかもしれない。対象意識の有無と z波の関係は改めて

吟味するo

司自j戟系列 IIIの 1(船)， IIIの 2(汽車)および III

の 3(女性のかお)は，刺戟図形を透射方式で提示する

に先立って，被験者に反射方式で図形をど提示し，あとで

提示される刺戟図形が毒事前提示の図形と合致する場合と

合致しない場合の，日波数の差異を検討しようとする系

列である。 第ふ17図に示すように， これらの刺戟系列

に対応する平均日波数には，変化点以降5秒までは差が

見られない。 7秒以降になると刺戟図形に対応する平均

日波数に皇室が生じている。

取j戟系列 IIIの 6および IIIの 7は， 移動光点が

措く軌跡の特性と日波数の関係を計測したものである。

-25 -
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光点が規貝目的に動く IIIの 6と不規則に動く IIIの 7

の提示に対する α波数は，提示10秒間の前半部ではほ

とんど差がなく，後半部に至って不規則光点へのa波減

衰がより大きくなっている。 この傾向は第3-18図に示

すとおりである。

東j戟系列 IIIの 8，IIIの9およひび、 IIIの1叩0で

刺戟条件による日波数のミ著寄号拐耳な差zをピ認めることが葉難童し
い。系列 IIIの 9およびび:n江Iの 1ωOには，同一刺戟の
くり返しによる定位反射と慣れの反復が見られるので，

雨図形をまとめた平均百波数およびそれぞれの図形ごと

の平均日波数の時間的経過を第3-19図と第3-20図に示

しておく。

以上の分析をもとtこして，この突験で明確になしえた

ことをつぎのように要約することができょう。

①刺戟布震に変化が生じる場合には，その変化が短時

間しか持続しなくても，定位反射が生じる。

@定位反射を生じる車u戟変化のあとに，すでに慣れの

4 

代
ペ

U

ワム

R
I何叶リ

α舟
M
W

仙川帆

3

j

、
ィ
;

光 I~.i，の
・)!'.ll刻(J'J移動

10 5 

提示時間(紗)

第3-18関刺戟系列 IIIの 6(光点の規則的

移動)および IIIの 7(不規郊な

移動)に対する毎秒区間ごと被験

者主主りの平均四波数。

過程が遂行している刺殺図形が続く場合には，一過性の

日波減衰(定位反射)のあと α波は急速に増加して，慣

れはもとの水準に復帰する。持続図形の意味投が蒔く一

過性の変動の意味が低いときは，日波減衰が生じないこ

とも生ずる。

①この慣れ過程の2度目の遂行は，はじめの慣れ過程

の延長上にある継続過緩ではなく，あたらしい慣れ過程

であるように思われる。

①この実験に用いた刺戟系列を構成する対となった図

形精には，ひとの日波を示擦とした差異情報が含まれて

いる。

①刺戟布霊童の物王建的増加が図形の形態に変化をもたら

し，その変化がある限界をこえて大きくなれば，形態変

化は差異情報をもたらし，日波の減衰が生じる。

①図形の形態変化が，変化以前に刺戟情報を統合処理

している機構(これをわれわれは図式機構とよんでいる〉

によって処理しえない別種の情報を生じた場合には，有

機体の知覚活動の水準が高くなり，新たな情報処理が行

なわれる。これは①の場合にも通ずることで、あるけれど

も，特に過剰学習によって図式の一部の解発により全体

を補完する慣性がさ当の図式に高い場合には，入力刺戟と

図式準備性あるいは予期図式との不整合が大となる。

つまり，刺戟布置の変化が単なる形態変化だけではな

く，意味の変化を伴うときには，比較的大きい差異情報

が生じ，百波が減衰する程度が大となる。

1-9 a '67-'68ー冬一実験 (A) '67一変一実験で検討

した問題の中で，刺戟に含まれる慾旅情報と日波の関係

をより特殊イヒし， 昭和42年12月から昭和43年1月に

かけて実験。主たる実験倒的は前実験で分析した図式活

動と日波の関係について再度検討すること，および刺戟

場面の課題性の解決過稼は解決の難易度によって異なる

ことを分析することにある。

(町の9.亜の10)の

4ト人 平均

平均 3 

α 

t在 2

1l i A A1VWA  

を提糊(秒)在 を
政 数数

第シ19関 IIIの 9(正方形)， IIIの1O(円)のくり返し提示における平均α波数の

時間的経過。荷図形をまとめて表示したもの。平均日波数は，毎秒区間

における図形当り，被験者当りの王子均値。
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第3-20図 IIIの 9と IIIの 10，それぞれくり返し提示における王子均百波数の待問的経過。

この突験の主題の担当者は諸

窓際である(諸富際 1968a. 19 

68 b. 1968 c.)。ここに報告する

以外の表千の点については上記

の資料を参煎されたい。

実験目的:刺戟t情報を処理す

る図式成立の難易度とぽ波との

関係如何。成立した図式と入力

情報の整会の程度と a波との関

係如何。視覚的な仕事の難易度

とa波の関係如何。これらの諸

問題を解明することを目的とす

る。

実験装置:'67-一変一実験と

ほぼ同じ装置。

剰戟条件:アクリル樹脂の透

明板の上にヶγ ト紙を貼り，影

絵を作るいわゆる透射方式また

は反射方式で投射。被験者から

見た刺戟野の大きさは約40x

50cm20 jtlJ戟図形の一部を第3-

21図に王訴す。

Session 1，図式成立の難易

度に差のある刺戟系列群。

No.l NO.2 NO.3 

@ e ① 
No.4 対日5 NO.6 

⑦ い戸へつ 伝記
NO.7 NO.8 NO.9 

己 C @ 
NalO NaJ I Nul2 

田 A園 開国
第3-21国 言語i戟図形の一部。左肩番号は説明の使笠上附した任意の数字。

巾

ω



教育学部紀要第 18号

反射方式。 各車u戟系列の提示方法と反応計測の概要はつぎのとお
く共通特性選択系列:共通要素の発見を教示〉 りである。

系列 Iの 1: No.7のような四辺形または円にひげ 系列IJ1の1および Iの2:つぎに出る図形の中に共

がついた図形。 6種類。ひげの方向はまちまち。 通ずる要素を探索するように教示。各図形を最低15秒

系列 Iの 2: No.8のような形のはっきりしない図 間提示。系列 Iの 1の6図形を終了後，引きつづいて

形。 6種類。 1の 2の6図形を同様に提示。 15秒間の日波数を計測

く選択指示系列:特定の図形を指示し，それを選択 する。

知覚するよう教示〉 系列 Iの3およびIの4:同一図形女持続15秒，関

系列 Iの 3: No.9のような図形。この中の三角形 隔5秒で10図援示。提示のはじめにその都度教示する

だけを選択知覚することを被験者に要求する。 図形だけを選んで，それに注意を集中して見るように教

系列 Iの 4: 向上。ただし，正方形，変形，丹，五 示する。系列 Iの 3では， 5@lの提示の都度三角形を

角形，六角形をそれぞれ選択知覚することを求める。 選ぶことを指示し，系列 Iの 4では残りの5回の提示

Session II， ある時点の刺戦構造の単純加算および減 の各回ごとに， JE方形，菱形，円五角形，六角形という
算による図式性の変動と日波反応の検討。 成に別々の図形成分を選ぶように指示するo~ 、ずれも 15

系列 IIの 1: No.lの影絵の b トの磁の半分を不透 秒間のa波数を計測する。

朔体で、被って，つぎに被いなずらして No.1全体を 系列 IIの 1:ヒトの顔の半分を提示し，慣れが主主じ

提示する。 て日波が復活したときに，被いをずらしてヒトの顔全体

系列 IIの 2: 上と向じようにして半分被って提示 を提示。変化時点から以降10秒間の日波数を計測する。

して，被いをずらして No.2のように顔の半分だけ 系列 IIの 2:IIの 1と同じ。ただし被いをずらし

を提示する。透射方式。 ても顔は半分のまま。

Session III， 視覚的仕事の難易度を異にする刺戟群。 系列 IIIの 1および IIIの 2:一筆儲きが可能な関

反射方式。 形を出すから自で、なぞってー築描きを行なうようにと教

系列 IIIの 1: No.3のような幾何図形あるいはNo. 示。各図形を最低24秒間援示し，その間の a波数を計

5のような具象図形。いずれもー築描きが可能な鋳 測。系列 IIIの 1および IIIの 2の合計10偲の図形

単なまたは複雑な図形。 6種類。 をラ γダムに提示する。

系列 IIIの 2: No. 4， No. 6のような，一筆描きの 系列 IIIの 3および IIIの 4・マッチパズノレであ

出来ない図形。その他は IIIの 1と問じ。 る。提示した図形の中から棒を2本とり去って正方形を

系列 IIIの 3: 一定の長さの直線を組み合せた凶辺 {乍れ，という類いの教示をする。

形 (No.10)と三角形。 2種類。 IIIの 3はこの教示に従って解決可能で， IIIの4は

系列 IIIの 4: 上と伺じ。但し級み合せの方法が異 解決困難。

なる。 系列 IIIの 5および IIIの 6:左の見本図形を右の

系列 IIIの 5: No.l1のように左に見本図形，その 図形の中から探すように教示。4図形のどれも最低15秒

右に見本を含む母図形。母図形の中に見本がすぐ見 間提示。 15秒間の a波数を計測する。

っかるもの。 2種類。 結果と考察:各JliiJ戟系列の提示に対応する波高10μV

系列 IIIの 6: 上と向じ。ただし No.12のように， 以上の後頭部日波の数を分析器出カパノレスによって勘定

母図形の仁村に見本図形を見つけるのが少し難しいも した。それを提示問数ごとまたは3秒区間ごとに表示し

の。 たものが第3-6表~第3-8表である。

計測条件:脳波篭様佼震，脳波分析器による分析チャ また Session1とIIIの系列平均念第3-22図と第

γネノレ， PGR用電極などは '67-Jl'i一実験と同じであ ふ23~に示す。

る。 この実験では視覚刺戟布援に対して活発な注視活動を

被験者:大学生，男子8名，女子4名，合計12名。こ 保持しなければならない状況を，実験場面の中に設定し

こに報告するのはその中でa波が比較的豊富な考9名。 た。したがって，この実験では有機体と外部役界との関

実験手続被験者の生活時間の務、取，電極装着および わり合いなある程度以上に強くした場合には，日波はど

踏順応成立にき至るまで、の手続きは研究室ノレーチンのとお のように変化するか，さらに日波の震によって表示され

れ る知覚活動の水準がどのように変化するか，を問うたこ
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視知覚の形成と衰退

第3-6表 Session 1の各系列の援示各剖15秒間

の日波数の被験者ごとの平均。および共通

する2系列を柑Jf.に加えた合計僚の王子均。

1の1(ひげ1iTI%)
Iの2(ひげなし図形)I 16.4 15.6 10.1 16.4 19. 9 14.7 
Iの3(単一選択 I20. 1 28.7 34.6 28.8 39.4 
Iの4(多様選訳 I19.3 18.3 18.7 16.3 15.8 
CIの1+1のおx1/2 I 17.2 23.7 29.9 30.6 37.6 
( 1の2+1ののXl/2 I 17.9 17.0 14.4 16.4 17.9 

第3-7表 Session IIの毎秒区間の日波数の被験者

当りの平均儀。

第3-8表 SessionIIIの提示時間3秒l区間に

おける日波数の被験者当りの平均値。

および各系列それぞれの平均値。およ

び視覚的仕事の多い系列と少い系列の

それぞれの金平均値を示す。但し Aは

IIIの 1，3， 5，の3系列の玉jZ均値の

合計を3系列について平均したものO

Bは伺じく III の2，4， 6の3系列

表の 1 の平均値の王子均である。
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第3-22~ Session 1の系列全体についての

王子均a波数の提示回数による変化

を示す。
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第ふ23図 SessionIIIの系列全体についての
王子均α波数の提示時間3秒1ブロッ

クごとの変化を示す。 A とBは第

3-8表を参照。

とになる。ここで、示した給果から明らかに半1]るように，

刺戟布援は提示の初期には定位反射を3まきおこし，その
後は知覚体制の中に総みこまれてゆく難易度に応じて，

高い知覚活動水準を維持し続けてゆくものと，やがて比

絞的速やかに慣れ過程が進行するものとにわかれてゆ

くo

これまでの私達の笑験では，刺戟布震の相違が知覚活

動水準の差異をもたらすことを確認して来たが，今度の

実験のような明確な差異のある結果を得ることは出来な

かった。この実験結果の現在獲さは，刺戟を知覚する有機

体の伊lUに知覚体験をまとめあげる一定の自動機構が予じ

め set されていることによるのであろう。 この自動機

構は芳子の手がかりが時潟的にあるいは空間的に与えら

れれば，動作を開始してある終局状態に奈り，知覚系に

一29-
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均衡状態が生じるようになるのではないか。

1-9 b '67~'68 冬一実験 (B) 前述の実験と並行し

て長時間取i戟を提示した場合の日波減衰の自発的動揺を

検討する実験を実施。主題の担当者は福岡総子である

(福岡裕子， 1968)。

穏々の図形(幾何図形，兵象限%，模様，パタ γ イ

ラストレーショ γ，複雑な意味を含む図柄)を長時間提

示し，慣れ過程に生じる変動性を追求した。慣れは単調

増加曲線を描いて進行するのではなく，被験者内におけ

る図式活動の自発的変動のために周期的な水準変動をく

り返すとの仮説を設定した。図式活動の変調をここでは

転移と名付けた。転移によって先行する認知構造が変動

ずる。変換をうけた認知構造は，一定の包括的な図式系

内における活動のサブシステムとしての機能をもって，

対象刺戟の差異情報を処理し，徐々にある飽和状態つま

り幾祭低減の方向に向かう。見かたを自由にして強制教

示を行なわない被験者にあっては，転移がおさまるには

60~120sec の提示を 20~40 回反復する必要があった。

図形が複雑になるにしたがい，ある時点に成立した慣

れの状態は不安定になる。飽和点でボタγ押しをさせる

方式と，運動反応をさせない方式の比較，および刺戟の

構造性が明確な図形と媛昧な図形，漠然とした認知しか

出来ない図形，などの転移特性を比較した。

一般に日波を示擦とする視知覚水準は，周期的に変動

しつつ慣れの水準に近づ、く。この傾向は図形性があると

きにも等質光の場合にも類似していることを認めた。

ト10 '68一審一実験視知ままの課題解決機構につい

ての実験で検討すべき問題のひとつは，その活動な支え

る適応メカニズム，つまり潔境刺戟を引き金 (trigger)

および警報 (warning)機能として意味的把握を行なう

はたらきが際立つているという点である。すでに私達は，

刺戟の複雑度が解決の雑易度として，認知に対して大き

い仕事援を課し，活動水準を持続的に上芥させることな

篠めた。しかし複雑度は単なる刺戟構造の多様性のみで

はなしそれを解読する図式系との草案合度にも関わりを

もっ娘りにおいて，知覚活動水準の上外を招くもので、あ

る。郎ち，基礎的な適応のメカニズムは学習された先行

の媒介機構をもとにして，新しく入力となる刺戟を課題

づけ構造化する。これはく意味〉のはたらきにほかなら

ない。義異検出機能は，意味の明確な対象については意

味変換の方向に，また意味の不明者援な対象については，

;滋味づけの方向に働く。

(1) 不羽確な対象の課題性は，他の条件を等しいとす

れば，意味が生ずる期待があるときと，意味構造が検出

されてなお未確定さが残るときに高いと推定される。無

秩序な)ji1J戦を機構化しえないときには，東j戟変化にとも

なって生じた課題は客観的な足場を失ない，準備態によ

る強化がない限り退嬰するからである。

(2) 刺戟構造の意味づけが進行し，構造化が安定にな

るとともに，課題性は低下する。しかし意味変換にたい

する感度は低下せずに保全されている。複雑な1対戦構造
にあっては主主味づけは抽出的に生じ限定的であるから，

課題化の定常性は低い。概念化の拡大とともに安定性は

増大するが，概念形成には意味違関と論理構造が内在し

一定の展開過程が生じる。この展開過程と組悔する情報

は皇室呉反応をZまきおこし，視覚活動にも探察あるいは確

認の反応を誘発する。

(1) (2) の推定を吟味するために実験系列 I~III を組

み立てた。系列 Iは全体としては無秩序な複雑な背景

に，それ自体では蕊味の乏しい図形が移動し，それが一

定部位に途したときに背景の一区画が意味図形となる試

行である。系列 IIは無秩序な複雑図形の構成主芸事誌が税

離して，複雑性が減少して意味形態が発現する過程であ

り， 何段階かの変動の終末の 1~2段階に図柄が発生し

意味づけの傾向が生ずる。系列 IIIはコトパによる対象

の意味づけの進行と予期に反した意味づけの変換展開に

よる確認の発生をとり扱う。

私達はこれとともに，a波の抑制と回復が関値下の;視

覚刺戟と関係する程度を問題として検討する必要を認め

た。古典的研究では，視認、の努力が日波を抑制すること

を報告している。私達の資料ではこの知見をそのまま承

認、することは街来ないが，なんらかの不在家定な刺戟過殺

を概念化する活動は，町波を抑制しうることな承認す

る。視覚の概念活動が高ししかも形態規定カが兵体的

で鋭敏であるとき，種々の程度の閣僚下弱戟と総合して，

日波を抑制することはありうるかもしれない。

これを検託するには心像形成を確実化するとともに残

像を消去しなければならない。残像がもっ効果は可成り

長期にわたり，心像そのものの維持が保証し難くなる。

Jt嫌に刺戟を与えて他般の認知を吟味する方式といえど

も，残像が必らずしも末橋事象ではなく中枢の関与のも

とで成り立つゆえに，解決策とはならない。そこでこの

実験ではつぎの点を仮定した。 (1)，視覚概念の発動のも

とでは受容の選択的構造化がすすみ，これと結合する刺

戟布重量の閣僚が低下して，少量の刺戟をもとにして対象

祝が発生する。 (2)，このような視知覚活動は意識化する

過程と意識化をうけずに潜在的視覚活動として，日波の

減衰に表示されるだけの過程とにわけられる。 (2)の前

者は予期に整合する認知に多く， (2)の後者は予期には

関連伎の乏しい刺戟過程により多く認められるかもしれ
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の④のような針金の枠が@のところに移動するとこ

の枠の中にひとの顔が見える。反射式提示。

1-2 黒い紙に切り抜きを作り， 2枚王室ねて一方を動か

すようにする。はなと口に粉当ずる切り抜きが尽に

粉当する 2箆の切り抜きの中央下にくるとカオが見

える。透射方式。

1-3 NO.2のように線と円の図形を作り，点線のと

ころから右をかくすと，ヒトの顔が見える。反射方

式。

1-4 No.3のように，(1)が@に移動すると本合読む

ピトの検がおが見える。反射方式。

1-5 図地反転図形。 No.lOのような山と雲の図形の

雲iこ相当する部分が No.11， No. 12のように山に

接近し，空白部分に女性の横顔が区!イヒし，言震が髪と

して見える。透射方式。

第 II系列:刺戟布重量の構成要素

が減少し構造が単純化して，窓、

味のある具象図形になる。埋め

込み図形あるいは偽装図形。

No.4のエレメ γ トがNo.5

のように減少し最後には No.6

のように走者が見える。 5段階

変化。透射方式。

11-2 No.7， 8， 9 に示すスフィ

γ クス。やはり線分の減少によ

ってスフィ γクスが明確になる

3段階変化。反射方式。

II-3 向上の際環。 3羽の鳥が図

化する。 5段階変化。透射方式。

II-4 向上の原理。 No.15のよう

な象と蝶が図化する。 3段階変

化。反射方式。

第 III系列:兵象図形の提示と

ともに，これを概念化ずる言語

刺戟を績次あたえ，刺戟構造へ

の反応傾向を一定方向に規制し

その後予期に反するぎ諸情報を

与えて，成成、の概念系を撹乱し

認知を変換させる系列。

III-1 No.13のような港の風景E

写真を反射式で投射。一定の待

問々隔で、笑験者がゆっくりと浴

の説明をする。港の風景の描写

をした最後に，この写真の撮影

の夜後に潜水際が来て紛が3隻

視知覚の形成と衰退

ない。これらの仮設を検討するために，心像を形成せし

めてクリック音によってそれを強化しさ事祭光刺戟や閣下

見事j戟を操作して検討を加えた。

実験装霊堂:これまでの実験装霞に同じ。

刺戟条件:刺戟材料はアクジノレ樹脂透明板と，それに

鮎りつけるケy ト絞。提示方法は透射方式と反射方式な

併用。

この実験に用いた多穣類の刺戟図形の一部を第3-24

留に示す。刺戟図形を分類するとつぎのようになる。説

明やの番号は第3-24図の図形番号である。

~n 系列:無秩序に散乱して意味をもたない車u 戦布

置に，微少の変化(位霞変化)を導入し， 一定の位

童互にくることによって刺戟布置が存体制化し，意味

が生じる系列。

1-1 数学記号をまとまりがないように並べて No.l
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沈没したと告げる。 に提示する。 カチカチがはじまって 15秒間は光jtlj戟な

III-2 反射方式で新しい 10丹銅貨の鳳鼠堂の鮮拐な しの空白期間， つぎのお秒間は14V の電圧で 100V

拡大図を見せる。建物の構造の説明をしたあと，最 1KWの透射用光源を点灯してほぼ関値状態を作る(散

後にこの建物には非対称の部分があると告げる。 活L光による反射があるのでこの状態でほぼ透射光と反射

第 1V系列ij:図形援示により心像を構成し，図形消 光が均衡状態に達し，スクリー γ面には白いぼんやりし

失ののち受自彊および閥値下見事j戟を操作し，心像の た光の部だけが見える)。つぎのお秒間は2度目の光空

視覚活動におよぼす賦活の効果，関値下京i戟の効果 肉期間，さらにつぎの 15秒間は2度自の関値区間で，

を分析する。 この区間終了時にカチカチ音も終了し，一試行が完了す

1V-1 No.14のような図を透射方式で捻示し，一定 る。

時間の経過後，クワック音を与え，先に見た図形そ 結集と考察:8名の被験者の毎秒区間の波高12μV以

のままを眼前に想像することを被験者に婆求する。 上の日波数を勘定した。ここにはこれらの計測値のうち

クリック音とともに等質祝聖子の光量の変化，同一図 から， 代表例として刺殺系列 1-5(山と雲の接近)およ

形の関値下刺戟を稜々の刺戟愛で提示する。 び II-1(走者)の結果を第3-9表および第3-25閣に示

針演j条件:脳波電極位援と毒事出は実験室/レーチンどお す。系列 II-1は5段階変化であるが， 3段階変化の系列

り。分析チャ γネノレは左後頭部単極導出第5チャンネノレ I…5と結合して整濠をするために第1，第3および第5

と，左側頭部単極導出第3チャンネノレ。分析器スライス 段階をそれぞれ第1，第2，および第3段階とみなした。

レベルは 12μVと6μVである。 第3-25図に示すように各段階とも変化点つまり 1秒

光刺戟提示のマーカーは既にのベた諸実験と同様に脳 自の区間の平均日波数が減少しており，刺戟布畿の変化

波記録紙上に同時記録する。 に対する非特異的初期反応で、ある定位反射が生じたこと

被験者:大学生男子7名，女子3名，合計10

名。裸娘および矯正視力は正常。健康。この中

日波の愛震な8名の脳波を検討の対象とした。

実験手続:踏JI摂応に塗るまでの手続きは，ノレ

ーチンどおり。刺戟系列の提示JI僚はつぎのとお

りである。まず練習図形として上下に動く光点

を10秒以上援示したあと， 前述の各系列の図

形を各被験者時ごとに限送りに 1系列ずつJI際序を

ずらせて提示した。

第 III系列のナレーショ γ友会む図形以外は

各図形とも 3~5 段階， 1段階10秒間提示する o

第 I系列は移動関形と霞定図形の組み合せな

ので，ある一定位置に両院形を提示して， 10秒

たったら移動図形をつぎの位蜜に移動させ3段

階おこなう。第 II系列の図形は必要図形数を

議ねて，上から順に視野外に除外する方法で提

示する。第III系列ではテープコーダーに録音

したナレージョ γを一区切り平均10秒間で与

え，それが終るまで同一図形を迷続提示し続け

る。第 1V系列はまず反射方式で100V 500 W 
の電球を 40Vで点灯して鮮明な対象像を視認

させて 15秒間提示したのち， offにする。 off

のあと 5秒たったらク担ック音を連続してきか

せ，予じめ与えた教示どおりに，この間に当る

狭像を想起しそれをスクリー γ衝に駁で、なぞら

せる。グリック資継続中の光刺戟はつぎのよう

第3-9表刺戟系列 1-5(山と雲の接近)および II-1

(走者)の毎秒区間に出現した12μV以上の

日波数の被験者当りの平均値。各図形の各

段階の値と， 関図形の該当段階ごとの平均

値安示す。

ま提示時間 L秒)
n 

2 9 

走
J史F昔1 0.3 0.8 1. 0 1. 5 O.百 0.8 0.8 O. 9 0.5 1. 3 呂
ノ'l 2 0.5 0.8 0.8 1. 5 1. 6 1. 3 1. 1 0.5 1. 4 1.0 8 

考 ノ'l 3 Q4 Q3 Q4 Q1 Q1 Q1 Q8 Q9 Q5 Q8 8 

山 段階1 1. 4 0.6 1. 4 1. 3 1. 1 1. 1 2. 0 0.8 0.8 1. 4 B 

と グ 2 0.6 1. 3 0.6 0.9 O.百1.8 1.百1.0 1.5 1.6 B 
き雲
" 3 0.3 臼4 QO Q1 Q3 Q5 Q6 Q6 Q5 Q4 8 

戟剰の 段階1 自.9 0.7 1. 2 1. -1 1. 0 1. 0 1. 4 O. 9 0.7 1. 4 

f図E平均
か 2 0.6 1. 1 0.7 1. 2 1. 3 1. 6 1. 5 0.8 1. 5 1. 3 
か 5 Q4 Q4 Q2 Q1 Q2 Q3 Q7 Q8 Q5 Q6 

2 

欄闘再回目立~ 1 段目f
-屯ト輪組~~2段以
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提示時間(砂)

第 3-25 図第 3-9 表の 2~罰j戟図形の王子均鐙の提示時間に

よる推移を示す。
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が判る。この初期反応のあと各段階の曲線とも非常にゆ

るやかではあるが慣れの傾向つまり時関経過に伴う平均

百波数の増加を示している。第2段階の曲線は第1段階

の曲線と殆ど同じか，もしくは若子上まわっている(つ

まり平均E波数の 10秒間の総数は第1段階では10.6で

あるのに第2段階では11.6である)。ゆえに，変化に触

発されて生ずる初期反応が短時間生ずる以外には，刺戟

布援の移動あるいは減少そのものは祝知覚活動の水準に

変動を及ぼさないと蓄える。これに対して第3段階では

これまで、の段階に比して，平均日波数の減少が顕著に見

られる。

以上の刺殺図形の総菜から一般的結論を導くことは早

急であるが，つぎの指摘は成り立つであろう。刺戦構造

量は同等ないし減少しているに拘らず，知覚構造が限定

をうけやすくなり，慈味づけ過程の核になる図式が最後

の段階の刺戟によって解発される。この図式は東j戟入力

を意味づける活発な知覚活動を解発する。ひとの準備態

に保有されている関式系の中では，ひとあるいはひとに

近似する視覚刺戟入力に対する差異の許容範囲あるいは

刺戟等備の綴が比較的せまく設定されている，という倶u

設立をもこれらの実験結果は示している。このことは認知

成立の手がかりを特性づける基礎的適応メカニズムに含

まれる対人的条件，社会因子の強さを示すとともに，発

達にともなうひとの諮様相の過剰学習によって，この局

磁の認知機構が鋭敏化しうることも推定しえよう。

2) 閃光像によ忍実験群

2-1 '68ー冬一実験輝度が十分に強ければ， きわめ

て綬かい持続の閃光のもとでも明確な外界認知が成り立

つ。このような持続の短い光による短期の知覚現象のあ

とに残存する日波の減渓には，知覚過程と関数関係をも

っ部分ともたない部分があるかもしれない。もし何かの

関係があるともれば，日波が減衰

している時間がJIi1J戟布畿の特伎に

よって相異するはずである。これ

を篠めるためにはさまざまな刺戟

変数を操作してそれらの変数と日

波の変動の関係を分析する必要が

ある。ここではまず，車~戟布霞が

緩めて単純な白色料戟と，少し複

雑な図形京j戟を用いて，日波の減

衰時間を計秘した。この実験は昭

和43年1月から2月にかけて実

施したものである。

実験裟澄:脳波計，分析器など

祝知覚の形成とき託送

は従前の実験に準ずる。光刺戟提示装置はつぎのような

ものである。被験者の前方約2mのところに黒塗つの

広い板を垂直に立てて，その板の中央，被験者の視野の

中心と思われる部分に約30x24cm2の子しをあける。 板

の背後に刺戟板を交替させるための補助装援をとりつけ

る。要するに紙芝震式の出し入れ可能な裟畿を製作した。

閃光投身す器には xenonラγプのついた脳波紋活用光刺

戟投身す若告を利用し，筒型フードをつけて投光15向を制限
し，またJIi1J戟部に光を集中させるようにした。これをW~

戟面に向かつて右下方，刺戟国から約 80cmのところ

に設号室した。

前述の黒室長り板のうしろ側には実験繍助者がし、て，専

用のヘッドフォンによって外部突験者と連絡をとりなが

ら刺戟を操作した。

刺戟提示間隔をきわめるために電動式言十時装援を使

用，関光投射は手動によった。

刺戟条件:JIi1J戟図形の一部を第3-26図に示す。図の

大きさは 15x15cm2で蒸のマジックイγキを用いて白

い硬質紙に描いてある。図形の積額は7種類。このほか

に侭も描いてない白色刺殺1種類。

被験者の視野には前面の踏蒸スグリーンと中央の四角

の図板だけが認められ，光源および光東は~えない。刺

戟状況に順応するに従い，暗黒スグリ-;/は認められな

くなり，中央の刺戟関絞だけが対象祝される。

計測条件:脳波計測用電極位還と導出および分析方法

は従前のノレーチンに従う。分析器スライスレベノレは約 10

μVである。光事j戟装置から光東j戟用 xenonランプに

送られる出カパノレスの一部H磁波計で記録して， JIi1J戟提
示のマーカーとする。

被験者:大学生4名。 L、ずれも視力は裸阪または矯正

で正常，健康。この中の実験条件の奔ーな3名を分析対

象とした。

No I No 2 No 3 
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実験手続:これまでの諸実験と同じようにして被験者

をシーノレド室内の精子に主任らせる。被験者に教示し自の

官iJに出る図形や白い商は非常に短かい時間だけ見えてす

ぐ見えなくなる。特別に見つめようとしないで普通の気

持で見ててほしい旨伝える。

シーノレド室内の実験補助者は実験者の指示に従って刺

戟図形を交換する。線留のため白い図形(白色刺戟)や

簡単な幾何図形を何聞か提示したあと， 7種の図形刺戟

と白色jfl1J戟を 30@]ずつ交互に提示する。白色昔話j軟なW，

図714刺戟を FI~F7 とすると， W を 30 図， 1九を30回

wを30@]， F2きと30図，以下これに準じてれまで提
示する。光利戟の持続時間は約10flsec， jfl1J戦間々隔は

2.5 secである。各図形車u戟または白色刺戟を30回提示

し終ったあと{何が見えたかとL、う質問をし，その間につ

ぎの諸君j戟の準備をする。質問と応答のための待問は総限

なしで，したがって各科戟系列稲互の待問々阪はまちま

ちで，王子均約30秒であった。

結果と考察:閃光によって刺戟を提示すると，ある治

時のあと a波が減主更する。 この詰害時は平均200r羽田c，

150~300 msecに分布し， f関人差があるし， jfl1J戟感受の

生体側の条件に対応して同一個体問でも変動がある。こ

の日淡の減衰のあと 10μV以上の日波が3波以上続け

て出現するまでの時間を計測の対象とし，これをここで

は田波の蒋現時間とよんだ。いままでの実験では日波の

数を計測の対象として来たが，ここでは祝知覚活動の後

続過程の反応経過の時間分布を検討するために，再現時

間を示擦としたのである。この方法による分析結果を第

3-10表と第3-27図に示す。

これらの数値とその傾向に見られるように，関光によ

る時計j戦投射のあとに続く日

波の減衰時間は，図形の布 秒

澄の単純さあるいは複雑さ

と関係をもっている。提示

の終末近くになると，減衰

時間(あるいは再現に至る

時間)は商事j戟条件ともあ

る共通の僚に近づいてゆく

非常に短い持続の光Jliu戟でも，十分大きい光エネルギ

を含む場合には隣値上の貌知覚活動を惹きおこす。こ

の視知覚活動は持続刺殺の条件下では，まず刺戟の生起

あるいは変動に対する初期反応のあとに，車u戟に誘発さ

れた図式による差異検知機能が作動し，ある~5Eの時間

一定水準の賦活状態が持続する。しかるに本実験では，

視知覚活動の中で主主芸部分と見なされる映像形成と差奥

検知は長く見絞っても 500msec以内に終っている。そ

れゆえ， jjl1J戟後に後続する賦活状態の主織は刺戟情報の

処理の後過程として分析するか，それとも刺戟情報の処

理時間内に生じたおや動状態が定常状態に復帰する過絞と

して分析するか。分析視点は多岐に主主りうるであろうが，

少しともこの2点を考慮すべきである。網膜内過程を出

発点、とする刺殺伝達のメカニズムが，基本的には生化学

的過穏であることから推定すると，料戟が offになっ

たあとにも，関値下の興奮活動が長時間継続すると考え

ざるを得ず，それ故，刺殺後に引き続く賦活状態は単な

る復帰過程であるとは見なしえない。

単純な刺殺構造による図式は，短持続車j絞条件の下で

は，繰り返し提示の隠摘が十分に短かし、場合を徐~，殆

ど完全にはじめの数回の提示によって規定され，図式機

構の変換や組みかえは生じない。しかし，事j戦構造が複

雑であれば，図式の成立は不安定で，図式系の展開は各

提示によって部分的に補強あるいは強化されるにすぎ

ず，入力には常に皇室災情報が含まれるO このような不安

定な状態は，東j戦機造が一定であるために，最終的には，

刺戟構造の)部を主婆な手がかりとして次第に安定化状

態に移行する。

2-2 '68~'69ー冬実験料紋縮減条件下でのがj戦の

聞叫- 1，の問。段
ー噌嶋田 Ufl車IN!<

密輸骨骨"O--=叩 可

も叶王ト帝，咽刷唱、百r-El"o!!ト也、唱--ID-官ア ‘4会事

ように見える。

10 

必ぷDJl数

第 3-27~ 第3-10表によるグラブ。

30 15 20 

第3…10表 閃光による図)診刺殺と向色京j戟の交友提示における各提示回数の 8~10μV rx波の再現時間

単位秒。閃光投射時から 200msecのところを計測の起点とする。図形，白色向車j戟とも

7jfl1J戟，被験者3名についての平均催。

A
4
 
qo 

2 2 2.1 1. 9 1.百 2.01.91.91.81.宮 1‘61. 8 1. 9 1. 7 1. 8 1.1 1. 1 1. 9 1. 5 1. 8 1. 1 1. 3 1. 5 1. 4 1. 5 1. 6 1. 5 1. 3 1. 4 1. 1 1. 6 

1.11.61.61.61.51.21立1.2 1. 3 1. 3 1. 1 1. 2 1. 3 1. 3 1. 2 1. 2 1. 1 1. 4 1. 1 1. 2 1. 2 1. 2 1. 1 1. 5 1. 4 1. 4 1. 3 1. 2 1. 2 1. 4 



視知覚の形成とき支送

課題性は，認知の可能性，弁別の可能性に左右される。

これは一般にどの刺戟条件についてもぎいうることであ

るが，車u戟綴滅下ではこのことが箸切になる。東u戟にあ
る構造が含まれていても，司君i戟光量が低下するにつれて，

形象認知が図難となワ，光認知だけが残存するに主主る。

刺戟構造の構成要素が多い場合には，各重苦言誌を弁別する

ためには比較的多量の光援を必要とし，光量が不足する

場合には，刺戟構造が複雑になると，逆に認知構造が単

純化することもありうる。それ故，京i戟縮減の条件下で

は，刺戟条件と知覚系の弁刻一分解機能との相互関係に

よってきまる，知覚の対象把握における知覚系の仕事王室

の大小が，課題性の程度を決定する。

ことに関光のごとく，極めて短かし、持続光の条件下で

は，綴球走査による知覚界の構造の精密化は不可能で、あ

り， その構造は瞬時入力によって規定される。即ち，

(1)刺戟認、知構造は波球運動による祝点の転移によるこ

となく図式イじされる可能性がある。 (2)刺戟の複雑度が

関王立に及ぼす効果は知覚系の弁別カに依存する。 (3)綬

期間に連続入力を知党系に加えて，感覚学習を形成する

と，知党準備態における選択的弁別カが高まり，それ以

降の認知構造の精度に変容が生じる可能性がある。

この実験は昭和43年11月から昭和44年1月にかけ

て実施。主題の担当者は木村健一郎である(木村健一郊

1969 a， 1969 b， 1970)。

実験毘約:(1)，閃光投身す後の日波の設は閃光投射によ

って生じる見えとどのような関係にあるか。つまり単純

な見えと複雑な見えとでは，刺戟後の日波の減褒の程度

に室長~示すか夜か。 (2)，差があ

りとすれば，その主主は刺戟の物

理的布援によるのか，もしくは

見えの現象的特性によるのか。

(3)，関光期i戟と同じ図形を短期

間に，連続刺戟として提示する

と，それ以降の見えの構造およ

び日波の減表にどのような変化

が生じるか。連続提示は同一光

源による閃光を 30c/secのブ

リッカー光で行なう。この刺戟

間隔は関光艇が 10μsecである

からほぼ30msecであり，した

がって視知覚時間2ωmsec内

に約 6~7倒の関光像が投射さ

れることになる。この条件下で

は対象像は安定してちらつきを

示さない。この持続時間内に過

書割j学習が成立することを認めることができる。これによ

る対象図式の補全と安定化がそれに引き続く閃光映像に

どのような効果をもつかを検討する。

実験装震:!刺戟提示街の大きさと視野の均一化に改善

を加えた以外は， 2-1， '68 冬一実験に同じ。被験者の

前方1.5mのところに天井から床まで全面に踏慕をはり

視野中央部に 10x10cm2の孔をあける。 この子しは刺殺

提示器(東j戟ホルダー)の直前にある。車u戟の交換は踏
幕の後ろにいる実験補助者によって行なう。閃光投射器

は被験者の頭上後方50cmのところに設霞ずる。

蜘j戟条件:東j戟材料は自の硬質紙に無反射性黒塗料を

ぬったり，あるいは蒸の聖堂紙をはって，その上に白く切

り抜いた図形を貼りつけて作製した。図形の寸法は畿大

10 x 10 cm2で， 路孝義の窓の向う側に震直に立てるよう

にした。実験に用いた図形を第3-28図に示す。 No.7は

ビニーノレ製のとかげの模型をはりつけたものである。ま

た No.8の赤と記入した部分は赤色である。 この部分

と No.7のとかげが灰苦手色である以外は， すべて地が

祭く簡が自くなっている。

そのほか，この実験にはウサギの頭部の絵，内の集合，

石管で作った人形などを刺殺として用いたが 10μsec

の閃光の下では緩めて不鮮明なJiえしか生じなかったの

で)liIJ戟群から削除した。

この実験では刺戟苦手をつぎのように系列化して分類し

た。説明に付した番号は第3-28図の図形番号である。

第1系列:単発の閃光では十分な見えが成立しないが

連続した問うをで照射されると見えが明確に成り立つ

第シ28図がj戟図形を示す。
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系列 1…A:とかげ (No.7)。

系列 1-B:向い枠の中に赤い十字形。 (No.8)

系列 1-C:参照系列。閉侵した被験者の左前方50cm

から， 1-A， 1-Bと同条件で関光合投射する。 30c/s

閃光系列自体の斌活効果を澱定するためで、これは通

常の脳波実験のw1]戟法に相当する。
第2系列:単発刺戟で、対象像を認知しうる基準図形。

(複雑皮 1)

系列2-A:No.1のような三角形。

系列2-B:No.2のような亙方形。

~3系列:第 2 系列を 3筒に分割したやや復雑な図

形。これを複雑度2の図形とよぶ。

系列3-A:No.3のように三角形を3箆に分却する。

系列 3-B:No.4のような図形。

第4系列:第2系列を6箇に分割したもの。これを複

雑度3の図形とよぶ。

系列4-A:No.5のような，三角形を6簡に分割した

もの。

て脳波記録上に向時記録する。

被験者:大学生，男子 10名，女子6名合計16名。い

ずれも裸際，矯lE視力正常，健康。この中の日波が重量EZ

な10名を分析対象とした。

実験手続:脳波室長極装着から路順応までの手続は実験

室ノレ…チンのとおり。シーノレド室内の路募のうしろにい

る実験補幼者はヘッドブォ γをつけて実験者の指示をう

ける。実験中は被験者前方のスピーカーからホワイトノ

イズを出して，東i戟交換その他の手がかりとなる音刺戟

を遮蔽する。

刺戟提示の方法はつぎのとおりである。各系列とも原

則として持続10tlsecの閃光を各国1発， 間総2.5秒、で

合計30回(またはそれ以上)投射する。第1系列だけは

30回投射のあと 30c/secのブリッカー光を 2.5sec投射

し， そのあとフリッカー前と同じように 30回刺戟投射

を行なう。なおこのアリッカーは刺戟面の輝度が低いた

めに，連続照射のように見える。

系列4-B:No.6のような図形。

計測条件.実験室長ノレーチンにしたが

う。蹴波計の入力と脳波電極位置と導

出などを第3-29図に示す。分析器の

分析対象は左後頭部とヰ梁を結ぶ王手極

導出の第5チャンネノレと，問じく側頭

部第3チャンネノレである。

第3-11表第2，第3，第4刺戟系列ごとの日波数の被験者

当りの玉f均値の提示図ごとの分布。

閃光刺戟提示時間をマーカーによっ

@ 

第3…29表脳波電磁の

位重量と毒事出， および

GSRを示す。

剥

車買

系

JiU 

車日

革支

系

子j

表の 1

線示問数

日日 B 司 12 13 14 15 16 17 

三角形 2.92.43.12.23.13.52.62.45.34.33.24町66.24.83.85.14.4

三角形5ツ 2.6 2.1 2.5 2.4 2.5 2.8 3.6 3.3 4.0 2.9 2.7 3.3 3.5 3.3 2.6 3.1 2.2 

三三角形 ~5~6~0~7~4~86.0~93.3~64.9~63.64.25‘ 35.84.8 

三角形6:Y 2.5 2.7 2.5 3.0 2.8 1. 9 1. 9 2.8 2.6 3.6 4.1 3.7 3.7 3.1 3.1 3.6 3.3 

三角形平均 2.72‘5 3.6 2.5 3.8 3.7 4.3 3.7 4. O 4.0 4.1 4.1 4. 9 4.5 4.6 5.5 4.6 

Z正::tJj[; ~O~2~7~2~7~3~6~2~0~75.34‘ 2 5.0 5. 9 4.6 8.5 5.2 

A::tJ形5ツ 2.3 0.8 2.0 2.2 1. 2 1. 7 2.2 6.3 3.0 5.2 3.2 3.4 2.7 3.7 3.4 2. 9 3.9 

正方形 2.23.24.24.2王64.34.73.34.34.86.54.74.42.7正54.86.7

正方形6ツ 1. 0 2.7 2.2 1. 3 2.6 2.6 1. 8 2.0 1. 5 1. 9 2.2 2号2.9 3.0 1. 8 2.7 5.0 

A方形平均 2.6 2.7 3.5 4.7 4.7 4.8 5.1 6.8 4.7 4.3 5.4 5.ち4.74.36.16.76.0

表の2

三角形 4.1 5.0 5.4 4.8 5.4 5.弓 6.24.4 4.7 6.8 4.2 5.0 6.2 10 

三三角形5ツ 4.1 4.1 4.5 2.6 4.4 4.7 4.3 3.2 3.7 5.6 5. 9 2.8 1.9 10 

三角形 4.6 4.6 3.2 6.0 6.0 5.0 4.6 5.0 5.3 5.6 3.8 4.8 4.1 10 

三角形6/' 3.0 3.2 2.6 3.3 3.9 2.1 3.3 2.9 3.8 3.4 4.0 4目54.3 10 

三角形平均 ~4 ~8 ~3 ~4 ~7 ~5 ~百 4.7 5.0 6.2 4.0 4.9 5.4 

A::tJ% 5.2 3.7 5.5 5.7 4.2 7剛73.9 6.4 6.2 5.3 7.6 6.5 5.2 B 

エE方形古y 1.8 3.3 1.5 5.22.8 5.2 3.4 6.9 6.4 2.9 3.7 5.2 4.7 

蕊方形 5.5 4.7 3.8 5.2 5.0 4.5 4.5 5.8 4.0 1. 8 3.2 4.6 4.5 

正方形Bツ ~O ~2 ~O ~5 ~O ~7 ~5 ~6 ~7 ~5 ~9 ~1 ~5 

疋方形平均 5‘4 ~2 ~7 ~5 ~6 ~1 ~2 ~1 ~1 ~6 ~4 ~6 ~g 

日 36-



視知覚の形成と後退

系列提示のJI演は被験者によって恭子相違があり，その

一例だけをあげると， (2-A (三角形)， 3-A (3衝の三角

形)，)[2-B (lE方形)， 4…B (6簡の正方形)，J1-A (とか

げ)， [2-A (三三角形)， 4-B (6箇の三三角形)，)， 1-B (向枠

赤十字)， [2-B (正方形)， 3-B (3簡の正方形)J1-C (関線
開光)，のようになる。[ Jの中の2系列は連続して援

示することになっていて，結局2.5秒

間痛で60問提示することになる。 こ

のような2箆の系列の逮続は各被験者

とも悶様であり，刺戟系列の交替や変

化の完了は， :5経験補助者が実験者に雲監

鍵で合凶を送るようにした。

結果と考察:分析器のスライスレベ

ノレを8μVと12μVに設定し 8μV

をこす日波に重みづけlを与え 12

μVをこす町波には2を与えることに

した。このような重みづけによって，

刺戟提示後1秒間の a波数を算定し

た。その結果を第3-11表および第シ

12表， またこれらの表によるグラブ

を第3-30図と第3-31図および第シ32

図に示す。

伊ーl!I.. 拶三角形平均 三角形6簡の図形はすべての被験者

伊ー四τ /'「~司、J ノ三角形6ツ に明確に知覚されたのではなく， 10名
瓜，へ〆ノ、

k g ノ/、;九二、~..~く←_-4""'-.....\泊三角形 37 の中で5名が明確な見え宏報告し，残

4J  りの5名ははっきりとは見えないとい

第3-12表第l京j戟系列の各刺戟系列ごとの2回提示ひと

まとめのa波数の被験者当りの平均のプロック

ごとの分布。

2.1 2.6 3.6ヨ.84.4 3.6 3.8 3.8 5.0 5.1 2.8 4.5 5.3 4.5 2.7 I 10 
2.6 3.2 2.6 o.2 3.7 2.9 4.1 4.2 4.百4.85.5 4.5 6. 9 4.8 3.8 I 10 

2.4 2.9 3.1 3.5 4.2 3. O 4.0 4.0 5.0 5.0 4.2 4.5 6.1 4.7 3.3 

5.47.47.67.88.18.18.37.67.99.16.88.39.08.910.7110 

s
a
a

内
ぺ

υ

。，UM

平
均

α
波
数

3 6 9 ~ G ~ ~ ~ v ~ 
提示[11数

第3-30図 三三角形の単純一複雑図形をそれぞれ提示したときの平均

日波数の提示回数ごとの分布。但し，提示回数は 3@]ご

とにまとめて，各留の被験者当りの王子均をさらに 3@]の

提示問数ごとに平均してある。

6 

百立'Jj形 'l~ f.cJ

A
-
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平
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数

't!l正方形3ツ

y品、/. 、1 ノ¥ .' "，←・4 正方形6ツ
ョ / /k￥，...a---
ι ・-1 _~-ι綱d司、.......-

3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 

援示図数

第3-31図正方形の場合の分布。その他の点は第3-30図に向じ。

ヴ
4
0
0
 

n 

n 

う報告をしている。したがって第シ30

図の三角形6筒の分布曲線はもし5名

ずつに区分けをすると函示よワも上に

ずれるものと下にずれるものにわかれ

たのかもしれない。 この第3-30閣に

よると単純な三角形よりも複雑な三角

形のほうが平均百波数が少し刺戟提

示後の日波減衰から擬澱される祝知覚

活動の水準が高いことが想定される。

正方形の場合を示す第3-31図は，三

角形の場合に触れた一般傾向のほかに

複雑さの程度が異なることによる祝知

覚活動の差を暗示する。lE方形6簡の

図形を明確に知覚したものは6名の被

験者中5名であり，またこの5名は三

角形6簡の図形を明確に知覚したもの

と等しい。本実験の結果に見られるお

よその傾向は笑験に定立した推定に有

利である。図形の複雑度は分解機能

(惑度)との関遂のもとで賦活に関与

し，娘球遂動などによる分析機能の増

大が不可能な状態で維持されている図



私達の!日実験室における

実験を中心にして，学習の

基礎理論系の一部をここに

記載した。学部をはじめ，

大学内外の多くのひと遠の

効力を得て構築して来た!日

実験室のあとには大裂計算

セγターが建設され，当時

を偲ぶよすがはセγター前

庭のななかまどやおんこの

立木を残すのみとなった。

これは白い皇室部に秋の陽射

しをうけながら綴れて行っ

た!日実験室と，そこで大勢

の研究者が過ごした思索の

日々へのささやかなモニユ

メントである。

この論文で示したごとく

脳波とくに頭皮上誘導脳波

には，知覚機能に内在する心理一生物学的な適応メカニ

ズムのはたらきの示擦として一定の価値がある。しかし

実験技術と実験計画をいかに精徽たらしめても，私達が

知ろうとすることと総波によって知りうることの簡を連

結論するには，なお多くの媒介概念を必要とする。私達はこ

の媒介概念を慾固な物質過程によって置換すべく努力を

護ね，現在に3?るまで誘発電位の利府度を検討して来た。

脳波は比較的長い持閉経過の現象の示擦として適当な

観測手段である反面，脳波活動の援繕が大きいため脳内

の微細な逃程がマスクされる欠点をもっ。特にa波は振

幅が大きく，これが刺戟複後 200~300msecの待問内に

生じる脳内過穏を直接観測することを妨げる。私達の推

定では，このいわゆる日波の潜待とよばれる区間の中に

含まれる情報を観測して，東j戟変数との法則連関を分析

することが，視全日党機構の発動を解拐するのに必須であ

る。新実験察移転後の一年間に閃光像を用いる知覚実験

を行ない，その解析作業を進めて来たが，これらの脳波知

見と誘発電位の知見との綜合をはかり.terra incognita 

へ歩を進めることが私達の現在の課題である。

この論文は突験に参画した多くの研究者の共同所産と

もぎうべきものであるが，実験の記述と資料の解析を北

島象司が分担し，全体の理論的構成と問題の設定および

その展開を狩野揚が執筆した。論文全体に対する交は狩

野陽が担う。

あとがき

教脊学部紀要第 18号

15 

字

t )il I~ ，J!l"...! 

‘ れ 問問羽P*~ rn...r;þO.J!\~./ザ戸 ~、μ間限PJ JFf  ¥」〆 ‘ f 
.，.. おず ‘ ' 

一八戸 V Tf si 
也、 '.1

J〆霊，，、J l3-トd 必 f

I!f'良¥ I 、匂~\/、、§詰
苛苛十.Cy:• 

10 

第1系列(白枠一赤十字と，とかげ，および閉娘閃光)の

提示2回を1ブロックとした場合の被験者当りの平均日

波数の分布。 白枠一赤十字と， とかげは同図形の王子均値

である。
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式機構は，分解機能を向上させる効率が低い。しかし図

形が複雑で、あっても明石室に見えが成立する場合には，図

式形成による視知覚活動水準が上昇し，単純図形に比し

て高い賦活水準を示す。

昔話j戟提示の途中で向~JIl1J戟の明磯な見えが生じる 2.5

秒区間(学習区間)を挿入した刺戟系列(第1系列)の結

果を第3-32~話に示す。

実験終了後の内省報告によると，出枠赤十字もとかげ

も雨方とも 30c/sec遂続照射以前には明確な見えが生

じていない。 30c/sec照射2.5秒間には明確にそれぞれ

の図形が見えていて，そのあとはまたもとの不明確な見

えにもどってしまう。ただし自粋赤十字な図形の場合に

は，自枠の中に赤い塊まりが見えたという報告もあった。

しかしいずれの場合にも.30 c/sec照射待の刺戟がその

官官後のそれとも同一であることに気付いた被験者はいな

かっ7こ。

参照系列としての問販問光の慣れは30c/secのあと

の一過性の慣れ解除(つまり定位反射の成lL)のあと急

激にもとの慣れの水準に復帰し， 曲線は 30c/sec以前

の飽線の単調な進行の延長上にあるように思われる。こ

れに反して， 図形刺戟の場合には30c/sec照射直後の

定位反射のあとには30c/sec照射前とは連続しない別

種の知覚活動が生じているように恩われる。
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資料 I-A::理論と実験についての報告一覧 資料 I-B:実験に参加した研究者名

ここに記述した実験的分析に関係のある務報告はつぎ 参加の時期の臓に私達の実験宣言で労をともにした研究

のとおりである。学会報告末尾の数字は報告の中心とな 者名を記載する。記載事項の中織は実験当時の所属，終

った実験番号である。

狩野 揚:学習のまま礎機構，北海道大学教育学部紀要

(以下学部紀要)， 1967，第13号。

北烏象潟:知覚情報処理系としてはたらく心理学的機

織の分析的研究，学部紀要， 1965，第11号。

北島象潟:慣れの微祝発生過程，心理学評論， 1969， 

12. 262-278. 

森二三男:図形の知覚と脳波の分析，心J!I¥学研究，

1966， 37. 39-43. 

Fumio Mori: EEG Analysis of visual perception 

of regular and irregular figure. Perceptual and 

Motor Skill. 1967， 25. 272. 

北島象可，狩野務視知覚活動過程の脳波を示療と

する分析 (1)，1968， 日本心理学会第32聞大会 (1-

8). 

議寓 i盗祝知覚ーその認知構造と推移について一予

期を手がかりとする解明の試み，北海道大学教育学

部大学院教育学研究科修士論文1968a，く要約〉学部

紀要1968b第16号。

福向裕子:祝全日党における転移と慣れの成立ー脳波を

示擦とするー北海道大学教育学部大学院教育研究科

修士論文， 1968. 

2者議隆，狩野陽:視知覚活動の脳波を示擦とした

分析 (II)，1968 c，日本心漣学会，第32回大会 (1-

9). 

木村健一郎:認知に内在し，対象に起凶する動機づけ

の燭子について，北海道大学教育学部大学院教育学

研究科修士論文， 1969 a，く要約〉学部紀要， 1970， 

第17i手。

北島象可，狩野陽:1見知覚過程の脳波を示擦とする

分析 (1)，1969，日本心理学会第33回大会 (2…2).

木村健一郎，狩野陽視知覚過程の脳波を示擦とす

る分析(II)，1969 b日本心理学会第33聞大会(2-2).

諮寓隆，狩野陽:祝ま目覚過程の脳波を示擦とする

分析(IlI)， 1969，日本心理学会第33回大会(1-10)

諸富隆，北島象潟:祝知覚過程と脳波の推移につい

て， 1969，東北心埋学会，北海道心理学会合間大

会(1-10).

狩野賜，北島象可， (ワークショップ司会)，脳波と

知覚， 1969，東北心理学会，北海道心瑳学会合同大

会。

機は現在の所E露である。

奥山わか子 教育学部大学院藤女子大学

馬場雄二 同大学院 室関工業大学

森二三男 同大学院 北海道大学工学部

松木 香菱 潟大学段 岐阜大学教育学部

末岡ーイ白 間大学院 北海道教育大学

湯浅誠哉 同大学院 小樽女子短期大学

柴 精彦 同大学院 駒沢大学教養部

小)11 久二 潟大学院 愛知!県婦人棺談所

言語寓 隆 同大学院 岩手大学教育学蕊

務密機子(1日姓，福間)同大学院

古川宇一 間大学院博士課程在学中

木村健一郎 同大学院 太陽の閤

浜関正恵 同大学院修二i二課程在学中

古塚 孝 向大学院修士課程在学中

間有f 繁 教育学部

資料 11:実験室関係資料

昭和44年5月に教育学部が現在の校舎に移転した以

降の実験室を便宜上新実験室，移転以前の実験室を18実

験室と名付けて，実験設備その他の資料を掲載する。

資料 II-A:I日実験室の構造と設備

コγ クリートブ戸ツク製の実験用電気遮蔽宣言の建設は

昭和37年夏に始まり，翌年の卒春2月27日に本体の活

動が開始された。~気調節の設備はそれよりおくれて，

昭和38年秋に設計に着手し翌春完成した。 この電気遮

蔽室(以下、ンーノレド室)は A-1~~A-3 図に示したよう

に，概略内側4x5x3 m3の大きさで， 岩綿と空気扇お

よび外壁の 20cm]享のコ γクリートブ Pツクによって，

統領j不能な外部雑音をほぼ 60db減衰させることが出

来た。 しかし，エネルギーの大きい低周波音とくに100

c/s以下の王子の減衰度はこれよりも不良であり，=ア・

ダクトの感受する航空機の爆資や床板にひびく孝~の音を

十分に減褒さ伎ることが閤難であった。これは外壁が多

子L質であることと，軽量であること，および当該潟波数

帯域に共振点があったためであろうと総定される。騒音

計による計測銭可聴周波数範閥 (A-level)では15phon

で，冷却用空気調和中でも上昇しないが， Clevel (1iJ務

外周波数を含む)範囲では35phon程度となる。

電気遮蔽の効率は実用上差支えのない一程度であったが
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天井と床下を通る，校舎へ送電するための 100Vの回

線の影響の妨止は不完全で，このため，電極抵抗が高く

なると交流雑音を拾う傾向がみられた。

このシーノレド室内に設置した設備はつぎのようなもの

である。脳波入力箱，連絡用マイク P ブオジとスピーカ

ー，被験者用椅子およびJIl1J戦投影用プラスチック製ドー

ムである。このほか，内部iili祝用防音ガラス窓，赤外線
暗視装置(ノクトヴィジョジ)，炭自主ガス量測定捺，温度

計，滋度計，照度計，騒音計を槌時設備した。被験者の

入議直前と直後の滋度，音量度はつねに計測し，一定範思，

20~25C。にあるように条件を整えた。このド{ムは A

-4 alのような大きさと7診をしていて，透明アグリル樹

脂を成裂してサジドプラストで外{刻表留を耳寄りあげたも

ので， ドーム表扇の光学的特性と形態についての当研究

室のがむしやらな要求とそれに応じてくれた三菱レイヨ

ンの好意ある努力によって完成したものである。このよ

うな大形のドームを使用したのは，被験者の視野全体に

わたる視空間の実験的構成を可能にして，実験操作によ

らない祝空間特性の変動を可及的に減少させて，観測結

果に含まれる誤室長要因を出来る探り少くしたいと考えた

からである。実際には東j戟投射距離が2m程度である

ため， ドームの側援にも正部と間程度に明確な刺戟布置

な投射することは不可能であるが，視野中心部からゆる

い燦度勾配で周辺部に至るJIí~戟野を構成することが可能

であった。

シーノレド窓外に設置した測定器， JIl1J戟投射器およびジ

ーノレド室内外の連絡用装涯の造基本的ブロックダイヤグラ

ムを A-5図に示した。 この様成は脳波計と分析君告を除

いて，実験の臼的による多少の変更があったが，基本的

には図示のとおりであった。脳波計の設置は昭和38年

秋である(臼本光電製13チャンネノレ， ME-131-A)。脳波

計では脳波のほかに，眼球選動と筋室意図および GSR~ 

記録し，またトラ γスデューサーの利用により光管反射

指尖脈波，ロッ、ンエノレ塩ピックアップ式 MinorTremor 

を定位反射や情動変化の示擦としてあわせて記録した。

昭和39年変には北大医学部精神経科教室から， Walter 

タイプの通常形式の脳波分析器(日本光電製MAF-4:!!設)

を借用して試験を行ない，昭和41年10月に日本光電に

特殊に製作を求めた分析器(MAF-3B-S)合設穫した。tE

来の分析器は脳波を局波数によって各種の帯域にわけ，

それぞれの帯域内の脳波成分を RC@I絡による綴遼製帯

域瀦波回路で穏波して， それらの憾波波形(瞬時値とよ

ぶ)を出カとして得ることができる。 さらに各帯域の波

援に含まれるニ乙ネノレギーを5秒または10秒間積分して，

積分僚を得る。通常用いられる帯域はつぎのとおりであ

る。 δ波 (4c/sec以下)， 0波 (4c/s以上8c/sec以下)

日波 (8c/secから 13c/sec まで)， s波 (13c/sec以

上)。心理学的事象との対応はどの周波数の脳波にもあ

るのであるが，日覚めていて正常な精神活動を維持して

いる状態ともっともよく対応するのは田波と β波であ

る。特に日波は視知覚活動と密接な関係にあり，その活

動水準の高低によって振幅に変化を生じる以外に，周波

数の僅かな鏑位を主主じる可能性もある。そこでわれわれ

は a帯域を町 (8c/secから 10.5c/sec まで)と a2

(10.5 c/secから 13c/sec)に2分ずることも可能な分析

装置でさ，らにa波の波高値の変動を容易に観測できる

ように，ある一定の波高値以上のa波に対してパノレス信

号を出し，かっその波高値の水準君ピ任意に設定しうるよ

うにして，一種のアナログーディジタル (AD)変換分析

装霞をど計画した。現在使用中の分析器は以上の仕様にも

とずき製作したものであるが，実験の精密化に伴って動

作特性に改良すべき点、が生じている。それとともに，刺

救援示によって日波が反応を生じるまでに約200msec

の潜在時間があり，この時間の分析は滋常の総波計測で

は取り扱いが難しい，という問題が残っている。誘発反

応の計測がこの重要書な実質的な視覚時間内に生じる事象

を知るひとつの方法である。誘発反応は頭皮上から誘導

される限り，多数回試行の加算を必婆とし，これが実験

条件を大いに限定する。しかし，これは脳波反応の潜在

時間の分析に必須の装霞である。あとがきでふれたよう

に本年度 (1970)より誘発反応加算装援 (ATAC201)に

よる吟味が進行する。

脳波計澱のJ主体的方法および分析方法の検討は，現在

の研究課題にも関連するので後で触れることにする。

光利戟投射装援の光学系統を A-6E設に示す。光刺戟

の発主主方式は透過光による方式と反射光による方式を用

いた。光持者j戟の onと offあるいは光刺殺布置の変化

は，シャッタ一部分に電気的接点をつけて，脳波計マー

カーと迷動させて同時記録ができるようにした。シャッ

ター機構と連動マーカー裟震は，実験計爵初期にはすべ

て手働式であったが，実験目的の精密化に伴なって，電

磁石やスプリ γ グおよびマイクロスイッチによる自働化

が可能なように次第に改良した。光刺戟裟援の運動マー

カーとシャッター機構の改良と問時に，私達が注意して

検討し実現に腐心したのは，東u戟の onと off，事j戟の
変化などに伴う初戦輝度の変動を出来るだけ小さくする

ことであった。日波は光刺戟そのものに敏感とは言えな

いが，光の変化に対しては穣めて敏感に反応する。した

がって，昔話戟布援の中の検討しずこい特性の中に輝度変動

が含まれていない場合には，この輝度は出来るだけ健常
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であることが望ましい。このためにつぎのような工夫を

した。 A-6図の光源 LAの電源電圧を可変にして，シ

ャッター S況に乳白色のうすいプラスチック板を使用

し， SHが閉じると同時に光源寵圧を潟くして， シーノレ

ド室内のドーム面が SHが開放のときと向じになるよう

に調節する。反射式投射光 LBを用いるときは，刺戟

Sをとり去り SHを閉じると雨時に LBを offにして

LAを onにし LAを調節してドーム部の輝皮を等し

くする，などの方法を採用した。

さきに述べたシーノレド室の建設当時，入口の扉の厳格

な防音構造の仕様と材料を探索中，たまたま本学低温研

究所の解体移転の報をきいた。低温室の擦は厚みが30

crnで可成りのE重量があり，炭化コノレグを充壊したもの

なので，防音にも役立つものと患い，扉の割愛をお競い

した。軍需いに侠く応諾された御好意、に謝意を表したい。

資料 II-B:新実験室の構造と設備

教育学部移転の計画が具体化するにつれて，われわれ

は実験室移転のための予備的測定，特に雑音水準の計測

を騒音計安用いて実施した。当学部と構造がほぼ.等しい

法学部の教官研究室で計測したところ，日中の基礎騒音

レベル3Ophon，.:x:.レベーター使用中40phon，講義室に

学生が少数出入りするとき 50phonという値を得た。し

かし，各家のガチャンという擦の音が一過的には6Ophon

以上に迷した。こうした測定結采から考えると，新しい

シーノレド室の外部音の減衰度は少くとも 80dbは必要で

あることになる。

従来の!日実験室での諸条件と資料，上記の計測資料お

よび文学部心理学教室に既に設置されていた防音シール

ド援の実際的な諸条件なども参考にし，建物内の実験室

の位霞，周辺との関係などに対する音饗，振動，その他将

来おこりうる諸問題を勘案して，教育学部本機西端のー

ブロッグに，本線土台とは独立の半地下構造のコ γクリ

ート実験室を設定した。実験のための必要条件を配慮し

て努力された学部関係者および建設担当の各位に深く感

謝するものである。空気調和設備，電気関係のま妥備と内部

工作を経て昭和44年4月現在の新実験室が完成した。

昭和44年5月に移転を完了したあと，実験計溺を実

施しようとした矢先，学部封鎖とそれに伴う実験設備の

欠損が生じ，実験室の機能は昭和45年の秋現在も未だ

回復不十分の状態にある。

現用シーノレド窪の概要を B-1 図~B-4 凶に示す。 図

には示してないがシーノレド室南塁走濁に換気ボッグスがつ

いていて，実験室内にある小型防音コ γグザート室内に

設震ました空気調和装霞からの送風に含まれる雑音を減衰

させる役目をはたしている。この空気調和装震はシー/レ

ド家内の混度と湿度検出部からの信号で、シーノレド室内を

一定水準の滋度と湿度に保つことができる。また笑験室

諸設備のブ戸ツクダイヤグラムを B-5図に示す。ただ

し， A-5~認と重複する連絡用 audio 設備は省略してあ

る。

シー/レド室内に設震してある装援は映像用スグリー γ

を小型にした以外は前述!日笑験室のものと同じである。

スグリーγの形態は!日大型ドームと松似形で，最大寸法

300x440，王子笛部分150x230，深さ 140(単位rnrn)で

材質はアクワノレ樹脂で，サγ ドプラストで外側衰弱を磨

りあげたものである。このスクリ-;/の光透過率は55.5

%である。 このスグリー γの王子商部分を震直在苦から 300

傾けて設澄し，7](王fZに対する入射角30
0
で‘入って来る刺

戟光を霞角に受けるようにしてある。このスクリー γに

光見事j車えを投射するための鉄製の筒を B-6図のようにシ

ーノレド室西側の鐙に埋め込み，筒の問簡に厚~ 5 rnrnの

ガラス板をはめ込んで、ある。

刺戟発生装置は実験目的に応じてその都度適当な装霞

を組み立てる必要がある。 しかしここでは xenon放電

管を光源、にした場合の光投射装援の光学系統図を B-7

凶にひとつの例として示すことにする。

資料 II-C:計測技法の基礎

頭波上から導出の脳波は，皮質電位の示擦として間接

的であり，限界をもつことは明らかである。後頭部での

皮質霞極と頭皮電極の信号の振紹比率は，後発射の鋭波

成分で約40; 1， 850 rn V の正弦波車u戟を皮質に加える
と頭皮上で，約25μVの信号が検出， 35，0∞; 1の減衰
を生ずるが，皮質の自発性活動，日活動については，

3; 1， あるいは 2;1の減衰率にとどまるといわれる，

(Cooper. R.， et al. 1965)九すなわち， 50μV/crn穏度

の作動利得の記録では，いちおう， α波の推移をたどる

のに頭皮上電機も有効と認められる。

脳波用電極の位僚と毒事出の方法は，言十1JlJjの目的に応じ

て有効に定めるべきであるが，私達が突験室ノレーチンと

して採用し，機に応じて補充してきた導出部伎を， 10-20 

システム， the twenty electrode systern (International 

Federation of Society for Electroencephalography 

and Clinical Neurophysiology) (C-2図)に装いて示す

1) Cooper， R.， Winter， A. L.， Crow， H. J.， and 
Walter，羽T.G. Cornp喧rIsonof subcorticaJ， cゅrticaJ

and scalp activity using chronically indwelling 

electrodes in rnan. Electroenceph. clin. Neurophy-

siol.， 1965. 18; 217-227. 
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と， 前頭部では， Fpj， Fp2'頭頂部， Cz，側頭部， Cs 

~T3' C6~T4，のや間部位，後頭部， 0.. O2， の位震

におおむね相当するo 若干の実験では，限球運動の計mu
のため政管部，線下部に適宜に電極を装置した。

通常，私達は， body earthをおこなっていないが，

ときには，右または左の王手染の接地，または身体部位の

漉当箇所，たとえば前額中央部を接地する。私達は， j可

王手染の誘導を接合し， referenceとすることが多い。

電機は，銀皿宝愛媛で外径7mm，事前に飽和食塩水に

渡し様化する。電機糊は，ベγ トナイトに食塩を加え，

石炭酸，グリセリンを添加したが，後者は抵抗を上昇す

る傾向があって汚いないことが多い。

電機を頭皮上に装着し，良好な導出をうるためには，な

によりもまず頭皮の皮脂を十分に除去する必要がある O

アノレコールによる拭演は多く用いられるが，アルコール

より脱脂カと速乾性ではベンジシがすぐれている。しか

し，税務綿にふくませたベンジγのみでは，i!真皮をつよく

こすると苦痛や炎症を生ずる絞れがある。とくに霊祭古症

にたいしては禁法である。まず浴用石鹸をもって洗髪し，

ドライヤーで鎖皮をよく乾燥したのち，経くベンジンで

電極装着の小部分を拭く方式をとった。皮脂除去ネの低

いジャムプーは不適当である。 この方法ーでは，通常 1~

5 k.Qの抵抗値となり，苦痛は少く回定もよく，長時間

安定する。とくに必要なときは，コ戸ジオン臨廷をした

が，おおむね，緋創菅貼付で支障はない。実験時間は，

実験家内に定位し 15分程度の条件11際応， 践すl鼠応， 反

応;の訓練， 予備テストの後， 30~60 分， おこなわれ，

しばしば， 2~9 時間におよんだ。 ときには電極抵抗が

上昇することがあるので，予備としての電極を袋着し，

入力を切換えて補うようにした。

私達は，光利戟の強度ではなくて，その模造憶が反応{複

を鏡定する局面について調べることを主題としてきたの

で，光東j戟の強さは，必要さな最小限に保った。この明る

さは，通常の照度計によって榔光したが，十分に，精度

を{信頼するわけにはゆかない。より精筏な測光が必要と

なるであろうが，類定的にいちおうの基準値を，実験室

の各部位でとり~えの弱るさを算定した。

笑験2さでは外部雑音(騒音)の水準を郷定する必要が

生じる。騒音の測定は指示綴資計によるのが便利である。

USAで用いられる soundlevel meterは単位として

デシベノレ (db)を用いるが， これは臼本における単位フ

ォン (phon)と陀じである。参考までに詩本震予測器KK

製 SL-7型指示騒音計筒波数特性 ABC合1000c/sを

100 phonとして示すと， C…1表のようになる。

C-l表指示騒音計の周波数特性

69. 5 90. 3 96.3 99. 5 100 100 100.6 100.7 99. 9 96.9 94. 3 

8五896.6 98.7 100 100 100 100. 1 100 99 95. 1 93. 1 

ヒトの聴感度の周波数特性は，音の大きさによって異

なる。開催に近い音では 2000c/s附近に感度設大でそ

れより高低いずれにはずれても感度が低下する。しかし

十分つよい音の場合には夜、感度は100c/s~5，OOO c/sの

範囲の周波数に対して平坦となる。こうし、うわけで，指

示騒鷲計は小さい音には特性 A で，中程度の音には B

で，もっと大きい資には Cで， それぞれ使用すれば良

いことになる。

しかし，音遮蔽の効果の測定にはつぎのことを利用し

ても良い。つまり，さまざまの日常体験する騒音レベル

は既知のものが多く，ほぼそれに相当する水準の騒資を

人工的に作って，どれ以上になると遮首長不可能となるか

(つまり辛うじてきこえる)を実際に聴いてみれば良い。
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C-l図実験室 routineの脳波

電極位置。導出の実線はo&i
波計 G1(マイナス)入力，
点線は同じく G2(プラス)

入力を示す。@⑧は前頭

部①，@として用いられる

ことが多く，脳波電車!i!総数

は通例 lO~12 である。

Cz 

C 1010n 

/]liS/:匂

C-2間 国際式1O~20 電極位援。 Pg1 Pg2は奥P間際電機，Cb1 Cb2 
は小脳用篭緩， A1 A2は王手染電様である。
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